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はじめに 
島添貴美子 
 
■本研究の内容と経緯 
 本報告書は、富山大学受託研究（委託元：南砺市）「南砺市文化資源研究」（研究期間
2017 年 10 月 1 日～2018 年 3 月 31 日）の成果報告である。 
 本報告書は、2016 年度に南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課（担当：今枝）と富山
大学芸術文化学部地域資源研究会（担当：島添）が共同で、南砺市内の行政区に調査票（ア
ンケート用紙）を配布し、ご回答いただいた「南砺市獅子舞調査及び文化資源調査」の結
果を分析したものである。このアンケート調査は、獅子舞の特徴と文化資源（行事・祭り）
の項目を島添が、獅子舞保存会の現状と課題の項目を今枝が作成し、文化・世界遺産課が
配布・回収を行った。このうち、獅子舞保存会の現状と課題については、文化・世界遺産
課が本報告書とは別に報告を出している 1。そのため、本報告書は、島添が質問項目を作成
した獅子舞の特徴と文化資源（行事・祭り）に限定し、分析を行った。 
本研究に先立ち、2016 年 7 月より、地域資源研究会の中に作業班（南砺研）をたちあげ、
南砺市の文化資源調査を開始し、旧町村史の整理作業や南砺市内の視察、地図作成技術の
習得等の準備を進めてきた 2。 
 獅子舞の特徴と文化資源（行事・祭り）の質問項目は、文化的要素を分布地図という形
で可視化することをあらかじめ想定し作成していたが、実際に分布地図にするにあたって、
2 つの難問にあたった。 
 1 つ目の難問は、地図作成の技術的な問題である。アンケート上の地区名と地図上の地区
名が一致しないところが数か所あり、修正がきかないため、必要以上に複雑な分類を強い
られた。 
 2 つ目の難問は、補足調査ができなかったことである。通常、アンケート調査の後に、ア
ンケートの記載の不備等を確認するための、補足調査が必須である。しかし、本研究では
補足調査は研究内容に加えられなかった。そのため、調査票の回答内容を精査できず、記
入された内容をそのまま分析している。今後、詳細な調査が望まれる。 
 しかしながら、南砺市の獅子舞や行事の現状と特徴が、曲がりなりにも実証された。そ
の中には、地元の方々や研究者が、おそらくそうであろうと考えていたことも、今回、地
図を作成して初めて分かったこともある。いずれにしても、今まで証拠がないために想像
                                                   
1 南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課「平成 28 年度 南砺市獅子舞調査回答結果」 
https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000058766.pdf（最終閲覧
2018 年 3 月 28 日） 
2 地図作成ソフトは、地域資源研究会のメンバーであり、同僚である奥敬一富山大学芸術文
化学部准教授に操作方法を指導いただいた。彼の助けがなければ、この研究はできなかっ
た。この場を借りて深謝したい。 
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にすぎなかったことや今まで誰も気が付いていなかったことが、実証された意義は大きい。 
 
■本報告書の構成と成果 
本報告書は、「1 調査・分析の概要」、「2 分析編」、「3 資料編」から構成される。こ
のうち、「2 分析編」は調査票の質問項目のうち、特筆すべき分析結果が出た項目のみを
抽出し、結果を報告している。「3 資料編」は文化資源調査票の各項目の回答結果を作図・
解説したものである。 
詳細は本文をご覧いただきたいが、下記の点は、本研究の成果として特筆すべきことで
ある。 
 富山県内の獅子舞の形態は、富山県教育委員会が 1975 年度から 1978 年度にかけて実施
した富山県内獅子舞緊急調査によって収集された資料に基づき、郷土史家佐伯安一が提示
した分類案が基本となっている 3。その後、分類案は若干の訂正が加えられ、現在に至って
いる（図 1 参照）。 
 
図 1 富山県における獅子舞の分類 4 
 
 
本報告の成果として、すでに先行研究で指摘されているように、南砺市内では、旧福光
町の市街地で伝承される加賀型百足獅子、平野部に広くみられる砺波型百足獅子、五箇山
地方にみられる五箇山型百足獅子が分布していることが分かる（53-55 頁参照）。加えて、
今回明らかになったのは、二人立ち獅子舞の分布である。利賀村の東部は二頭型金蔵獅子
であるのに対して、旧平村中畑と来栖は一頭型金蔵獅子舞であり、旧福野町にも二人立ち
獅子舞が数地区みられることが分かった（53-59 頁参照）。南砺市内に限られているが詳細
な分布地図によって、佐伯の分類案を補強することができた。 
                                                   
3 富山県教育委員会編『富山県の獅子舞』富山：富山県郷土史会、1979 年。 
4 富山県の獅子舞活性化マスタープラン研究委員会編『富山県の獅子舞芸能と祭礼―獅子の
芸能と行事の現状―』富山：富山県の獅子舞活性化マスタープラン研究委員会、2006 年、
2 頁。 
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 また、今回の分析で、新たに分かったことは、祭礼の季節と獅子取り、および伝播・伝
承の特徴である。 
まず、獅子舞祭礼の季節は比較的、変化しやすい要素であり、今回の調査で現在の状況
が明らかになった。もともと、祭礼の季節は春と秋に大別できるが、春は 3 月から 5 月に
かけて、秋は 8 月（盆の後）から 11 月にかけて行われ、山間部では春、平野部では秋に行
われる傾向があることが分かる（63-66 頁参照）。 
 次に、南砺市の獅子取りは、「獅子取り型」と「踊り獅子型」の二つに大別できる（67-71
頁参照）。獅子取り型は、獅子取り単独の他、天狗や道化など、いろいろな要素と組み合わ
される。それに対して、踊り獅子型は踊り獅子単独か、「にらみ」と組み合わされる。また、
数は少ないが、獅子取りと踊り獅子の複合型も見られた。 
 獅子舞の伝播は、一般に、日本の民俗芸能で若者が担うものは出自がどこであるかが伝
承されていることが多いことから、「どこから習った／どこへ教えた」の質問を調査票に入
れた。市外・県外からの伝播は先行研究をほぼ裏付ける結果となったが、南砺市内に、北
市、神成、嫁兼、上梨、田向といったいくつかの伝播の拠点となる地区があることが今回
の分析で明らかになった（77-78 頁参照）。さらに、伝播と獅子舞の特徴の分布を重ね合わ
せた結果、同じ氷見から伝播したとされる上梨と田向では雌雄が異なることが分かった。
その上、上梨と上梨から伝播した地区は雄獅子、田向と田向から伝播した地区は雌獅子と、
五箇山の中では、雌雄もそのまま伝播していることが明らかになった（86 頁参照）。また、
神成から伝播した地区の獅子取りが、獅子取り型も踊り獅子型も複合型もある（87 頁参照）
のは、おそらく伝播した後で、さらに柔軟に他から取り入れ、変化していったことが想像
され、興味深い。 
 文化資源（行事・祭礼）の調査票は、富山県教育委員会が 1999 年度から 2001 年度にか
けて行った「富山県祭り・行事調査」の調査項目 5を参考に作成した。51 の行事・祭りを
項目に挙げ、うち、36 の行事・祭りが行われている・行われていたと回答された。「3 資
料編」では、36 の行事・祭りのうち、6 地区以上で「行われている・行われていた」と回
答があった行事・祭りの分布地図を作成した 6。 
その結果をふまえて、文化資源は（行事・祭礼）は、「1 信仰にかかわる行事」、「2 生
産にかかわる行事」、「3 季節の行事」、「4 芸能色の強い祭り」、「5 家のまつり、年の祝
いなど」に分類した。「1 信仰にかかわる行事」は、仏教や民間信仰に関わる行事、「2 生
産にかかわる行事」は、農業、商業、職人の間で行われている行事、「3 季節の行事」は
その季節に特有の行事、「4 芸能色の強い祭」は神社等に奉納される祭礼、「5 家のまつ
り、年の祝いなど」は個人宅または地区で行われる行事である 7。中でも、「5 家のまつり、
                                                   
5 富山県教育委員会文化財課編『富山県の祭り・行事――富山県祭り・行事調査報告書――』
富山：富山県教育委員会、2002 年、6-9 頁。 
6 5 地区以下の項目は解説のみ掲載した。 
7 「信仰にかかわる行事」以外のいずれの行事であっても、やはりカミや仏に対する信仰を
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年の祝いなど」は調査票の回答だけでは、どのようなことを行っているかは分からないた
め、今回は地図の作成と一般的な解説にとどまった 8。 
詳細は、「3 資料編」をご覧になっていただきたいが、南砺市の行事・祭りの特徴とし
て、報恩講と獅子舞がほぼ全域に見られること、地蔵祭は平野部で行われるのに対して、
山間部では念仏講が行われることが分かった（44-45 頁参照）。その他にも、福野を中心と
した近隣の地区でかつて夜高祭りが行われていたが、現在では廃止されている（151-153
頁参照）ことから、かつて、この地域に夜高が非常に流行した時代があったことが推測さ
れるなど、興味深い項目が多々みられる。 
 本報告書は、このような発見を分布地図という形で俯瞰することができる。分布地図を
ご覧になることで、ぜひ、我々が見落としていることをさらに発見していただきたい。本
報告書が、今後の研究と地域振興の一助となることを願う。 
 
※注意：本報告書は、地図は A1 サイズ、それ以外は A4 サイズと、用紙サイズ（解像度）
の異なるファイルが 1 つのファイルにまとめられています。 
 
                                                                                                                                                     
伴うものである。 
8 今後のフィールド調査、インタビュー調査が求められる。 
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1 調査・分析の概要 
 
 
1-1 地域資源研究会作業班（南砺研）の活動      北山のどか 
 
地域資源研究会作業班（南砺研）は、富山県南砺市内で継承されている文化の共有・発
信・再評価をするため南砺市内の文化資源を調査する研究会である。2016 年度からこの活
動を開始した。主な活動としては、南砺市旧町村発行の町村史を用いた文献調査 9、アンケ
ート調査の整理と分析、現地視察 10である。このうち、本研究で行ったのは、アンケート
調査の整理と分析である。 
南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課と富山大学芸術文化学部地域資源研究会が共同
で南砺市内の行政区に配布した調査票をもとに、南砺市の獅子舞と文化資源の特徴が一目
見て分かるよう、分布地図を作成した。この地図をもとに南砺市の獅子舞及び文化資源の
特徴や分布の特徴、複数の地図を比較した分析結果をまとめた。 
 
                                                     
9 旧井波町、旧城端町、旧福光町、旧福野町、旧利賀村、旧上平村、旧平村、旧井口村の旧
8 町村の町村史から南砺市の文化資源を抽出・分類し町村史を整理する作業である。このデ
ータは南砺市に寄贈され、自由に閲覧し、加筆ができる文化芸術アーカイブズに組み込ま
れる予定である。 
10 実際に南砺市の各町村に行き、現地の方に話を聞き、行事の様子を写真や映像に記録し、
南砺市の文化に触れる活動。これに先立って、大福寺（旧城端町）への訪問前には予習と
して DVD「土徳の里」（南砺ヨスマ倶楽部制作、2006 年）を鑑賞した。訪問した場所は以
下のとおりである。 
2016 年 7 月 14 日 大福寺（旧城端町） 
2016 年 8 月 31 日 吉見（旧福光町） 
2016 年 11 月 5 日 篭渡（旧平村） 
2017 年 3 月 23・26 日 大鋸屋（旧城端町） 
2017 年 3 月 25・28・29 日 土生新上野（旧福光町） 
2017 年 4 月 30 日 ちょんがれ（土山御坊跡）（旧福光町） 
2017.5.2 福野夜高祭（旧福野町） 
 
この現地調査で撮影した映像や写真、提供していただいた過去の獅子舞の映像などは編
集し、動画にまとめた。 
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1-2 分布地図の見方         松岡由莉茄 
 
1-2-1 使用ソフト 
地図の作成にあたって、QGIS という GNU General Public License が提供しているソフ
トを使った 11。これに、国土地理院が公開しているベースマップの淡色地図 12と総務省統
計局平成 17 年国勢調査の境界データ 13を使用して、地図上に地区の境界を表示し、境界内
の地区を調査票の結果をもとに色分けした。アンケート調査の配布地区（調査票上の地区）
の境界は住宅地図 14で確認した。 
 
 
図 2 QGIS の画面 
 
 
 
                                                     
11 QGISはGNU General Public Licenseが提供しているオープンソースの地理情報システ
ム https://qgis.org/ja/site/ 
12 国土地理院 http://www.gsi.go.jp/ 
13 『平成 17 年国勢調査境界データ』総務省統計局 境界データは下記のサイトからダウン
ロードした。 
e-Stat 政府統計の総合窓口 
https://www.e-stat.go.jp/gis/statmap-search?page=1&type=2&aggregateUnitForBounda
ry=A&toukeiCode=00200521&toukeiYear=2015&serveyId=A002005212015&prefCode=
16&coordsys=1&format=shape 
14 刊広社編『南砺市住宅明細図：メーサイズ 21 年度版』富山：刊広社、2009 年。 
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1-2-2 地図の見方 1 境界線が異なる 
地区の境界線は平成 17年国勢調査の境界データを使っているが本来の境界線とは異なる
場合がある。青の線が「QGIS のデータ上」の「戸板 五領島」の境界線、赤の線が「住宅
明細図」の「戸板 五領島」の境界線だ。2 つを重ね合わせると境界線が異なっている。
QGIS データの境界線は動かすことができないため、おおよその境界線と考える。 
 
 
 
図 3 住宅地図 15と QGIS 地図の境界線が異なる例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     
15 刊広社編『南砺市住宅明細図：メーサイズ 21 年度版』富山：刊広社、2009 年、185
頁。 
 　　　　　　　　　　　　-13-
1-2-3 地図の見方 2 2 つ以上の地名 
調査票にはあるが平成 17 年国勢調査にない地区がある。この場合、住宅地図を参考に、
地区名を地図に追加した。さらに、追加した地区が、地図上の多くの境界線をまたぐ場合
は、最も面積が広い地区に地名を追加した。 
また、2 つ以上の地名が 1 つの境界内（本報告では、地域と呼ぶ）に含まれる場合、含ま
れる地区すべての地名を並記する。例えば、図 4 のように、青の線で囲まれた「戸板 五
領島」のように 1 つの境界内に 2 つ以上の地名が入っている場合、「戸板」と「五領島」の
両方の地名を並記する場合と、1 つの地域名で代表させる場合がある。図 4 は、地名を並記
する場合である。 
 
 
 
図 4 1 つの地域に 2 つ以上の地区がある場合 
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1 つの地域名で代表させる地区は図 5 の通りである。 
 
図 5 1 つの地域名で代表させる地区 
旧町村名 地図上の地名 調査票上の地名 
福野 二日町 二日町・四区町 
福野 福野 
御蔵町・上浦町・下浦町・辰巳町・東横町・中横町・
西横町・上町・七津屋・南町・西新町・東新町・福野
神明社  
福野 
松原新 駅前通
り 
駅前通り 
福光 川西 川西（川合田・定龍寺・西勝寺） 
福野 軸屋 福野軸屋 
井波 高瀬 神子畑・大宮司・勧学院 
井波 坪野 坪野東部・中部・西部 
福光 梅原 梅原（安丸・中筋・上村・出村・白鷺） 
井波 井波 
今町 1 区・2 区・3 区・4 区・末広町・木崎野町・北新
町・東町・六日町・畑方・三日町 
井波 北市 愛農・信農 
井波 山見  上山見・下山見・京願町・山見町並・東洋紡 
福光 福光 
東町・観音町・中央通り・寺町・旭町・西町・神田町・
荒町・中荒町・栄町・五宝町・本町・宮脇町・天神町・
東新町・味噌屋町・川原町 
井波 下新町 下新町 1 区・2 区・3 区 
井波 中新町 井波中新町 
井波 北川 北川・栄町 
井波 今里 今里・里領 
福光 竹林 竹林（西島・中筋・東島・北島・団子林） 
福光 天神 天神・幸町 
井波 院瀬見 院瀬見 1 区・2 区・3 区・4 区 
利賀 利賀村北原 北原・長崎 
福光 土生新 
土生新（下野・上野・経塚・立野・矢留・立野新・立
美・北部市野沢・南部市野沢） 
福光 才川七 才川七（1 区・2 区・3 区・4 区） 
城端 城端 
出丸・東下・西下・西新田・西上・東上・大工町・東
新田・新町・南町・野下・大宮野・川島 
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1-2-4 地図の見方 3 飛び地 
数カ所と同じ地区名が記入されているものは、飛び地である。例として「松原新 駅前
通り」の飛び地を挙げて説明する。本来「駅前通り」は下の方にある地域だけだが上の 2
カ所にも「松原新 駅前通り」と表記されている地域がある。これは「松原新 駅前通り」
と表記された 3 つの地域のデータを入力する場所が 1 つしかないから起こることだ。調査
票の結果と地名表記を「松原新」だけにしてしまうと「駅前通り」の調査票がなかった扱
いになってしまいデータとしての公平性がなくなる。そのため上の 2 カ所に「松原新 駅
前通り」と表示されるように飛び地の場合は本来ない地名が加えられていることがある。 
 
図 6 飛び地の例 
 
 
1-2-5 地図の見方 4 地名が表示されない 
添付されている地図には地名が表示されていない地域がある。これは入力されていない
のではなく QGIS が他の文字と被ると判断し、地名を表示しないようにしたものである。
元のデータを QGIS で拡大すると地名が記入されている。地図 1 は、表示されていない地
名も表示した地図である。 
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1-3 調査票（アンケート用紙）と凡例  沼田和佳奈・河合成美・島添貴美子 
 
1-3-1 調査票について 
調査票は「調査票 1・調査票 2・調査票 3」の 3 種類がある。 
調査票 1・2 は獅子舞に関する質問となっている。調査票 1 は獅子舞が現在伝承されてい
る地区において区長から保存会等に記入を依頼した。質問内容は獅子頭の種類や獅子舞の
形態など「獅子舞に関する質問」と、獅子舞を行う団体の構成人数、課題や工夫など 16「保
存会・若獅子会等の団体に関する質問」の大きく 2 つに分かれている。 
調査票 2 は獅子舞保存会・若獅子会等が廃止・休止になっている地区の区長に記入を依
頼した。調査票 1 同様「獅子舞に関する質問」と、獅子舞を行っていた団体、休止・廃止
の理由や今後の展望など「過去の保存会・若獅子会等の団体に関する質問」が設けられて
いる。南砺研で作成した分布地図は調査票 1・2 ともに「獅子舞に関する質問」の回答結果
を用いている。 
調査票 3 は文化資源に関する質問で、区長が記入するようになっている。夜高祭り、報
恩講、地蔵祭など 51 の行事から現在行っているものを選択する項目と現在は行われていな
いが過去に行っていた行事を記入する欄が設けてある。 
調査票の書式は図 7 の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
16 「保存会・若獅子会等の団体に関する質問」の調査結果は南砺市地域ブランド戦略部文
化・世界遺産課がネット公開をしている。 
https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000058766.pdf 
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 図 7 調査票（アンケート用紙） 
 　　　　　　　　　　　　-19-
  　　　　　　　　　　　　-20-
  　　　　　　　　　　　　-21-
  　　　　　　　　　　　　-22-
  　　　　　　　　　　　　-23-
 
 　　　　　　　　　　　　-24-
  　　　　　　　　　　　　-25-
  　　　　　　　　　　　　-26-
  　　　　　　　　　　　　-27-
1-3-2 調査票の回収状況 
 南砺市の報告書 17では 355 団体に調査票を配布して 298 団体の提出があり、84％の回収
率とある。実際のところ、調査票 1・2 は 352 地区中 142 地区の提出があり 18、調査票 3
は 352 地区中 273 地区の提出があった。調査票 3 の回収率は 77.6％である。 
 
1-3-2-1 調査票 1・2 の回収状況 
調査票 1・2 の回収状況は地図 2 の通りである。なお、地図の白色は調査票 1・2 共に未
回収の地区、黄色は調査票 1・2 の両方がある地区を指す 19。黄緑色は、1 つの地域に複数
の地区が存在し、かつ、各地区に調査票 1 か 2 のどちらか一方がある、もしくはどちらも
ない場合を指す。 
 
                                                   
17 南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課『平成 28 年度 南砺市獅子舞調査回答結果』 
 https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000058766.pdf 
18 調査票 1・2 は、獅子舞を行っている／行っていた地区が提出しているが、元々獅子舞が
行われていない地区からの提出はない。また、複数の地区が合同で獅子舞を行っている地
域は、まとめて調査票を 1 部提出されている。ここに挙げた地区の数は、合同で行ってい
るところを 1 地区とはせず、例えば、5 地区が合同で行っている場合は、5 地区として数え
ている。 
19 本来ならば、調査票 1（現行）と調査票 2（中断または廃止）の両方が提出されることは
ない。そのため、調査票の内容をみて、「現行」か「中断または廃止」かを判断した。 
 　　　　　　　　　　　　-28-
地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
調査票なし
調査票1あり
調査票2あり
調査票1と調査票2あり
調査票1または調査票2あり
凡例
調査票1，2
回収状況
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory,　Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図2
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■調査票 1，2 回収状況（計 352 地区中 142 地区） 
 
旧井口村（9 件） 
あり 
井口 （1 件） 
なし 
池尻、上広安、宮後、久保、池田、蛇喰、大野、川上中（8 件） 
 
旧井波町（50 件） 
あり 
専勝寺、飛騨屋、岩屋、坪野東部・中部・西部、東町、畑方、愛農、信農、上山見・下山
見、下新町 1 区・2 区・3 区、山下、院瀬見 1 区・2 区・3 区・4 区、安室、野能原（14 件） 
なし 
今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、木崎野町、北新町、六日町、京願町、山見町並、東
洋紡、三日町、高屋、清水明、軸屋、山斐、神子畑、大宮司、勧学院、井波中新町、北川、
栄町、上新町、三清東、松島、今里、里領、藤橋、八日町、川原崎、谷、南山見新、志観
寺、戸板、五領島、沖、連代寺、清玄寺、東城寺（36 件） 
 
旧上平村（19 件） 
あり 
皆葎、菅沼、猪谷、西赤尾町、上平細島、小原、新屋、楮、漆谷、下島（10 件） 
なし 
葎島、田下、上中田、東赤尾、真木、成出、小瀬、桂、打越（9 件） 
 
旧城端町（49 件） 
あり 
信末、吉松、西下、西新田、南町、野下、細野、理休、千福、蓑谷、泉沢、大鋸屋、林道、
上見、打尾、瀬戸、大窪、西明、盛新（19 件） 
なし 
北野、長楽寺、次郎丸、大谷島、是安、末広町、栄町、出丸、東下、西上、東上、大工町、
東新田、新町、大宮野、川島、細木、国広、野田、東西原、金戸、西原、南原、京塚、上
田、示野、野口、塔尾、中尾、上原（30 件） 
 
旧福光町（113 件） 
あり 
岩木、和泉、遊部、梅原（安丸・中筋・上村・出村・白鷺）、田中、神成、角田町、角田、
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荒木町、山本、高畠、福光新町、竹林（西島・中筋・東島・北島・団子林）、竹内、小山、
才川七（1 区・2 区・3 区・4 区）、太美、吉見、砂子谷、川西（定龍寺）、法林寺、坂本、
小林、小坂、旭ヶ丘、香城寺、大西、赤坂、樋瀬戸、立野脇、西町、荒町、中荒町、天神
町、川原町、土生新（上野）、土生新（矢留）（41 件） 
なし 
東町、観音町、中央通り、寺町、旭町、神田町、栄町、五宝町、本町、宮脇町、東新町、
味噌屋町、吉江中、荒木、嫁兼、道場原、天池、人母、高窪、蔵原、土山、岩安、湯谷、
能美、松木、小又、遊部川原、在房、中ノ江、八幡、久戸、一日市、宗守、開発、下野、
鍛治、天神、幸町、高宮、東殿、神宮寺、梅野、舘、徳成、利波河、吉江野、大塚、柳堀、
祖谷、殿、縄蔵、山田、出村、広谷、土生、糸谷新、小二又、小院瀬見、野地、七曲、綱
掛、刀利、臼中、川西（川合田）、川西（西勝寺）、土生新（下野）、土生新（経塚）、土生
新（立野）、土生新（立野新）、土生新（立美）、土生新（北部市野沢）、土生新（南部市野
沢）（72 件） 
 
旧福野町（64 件） 
あり 
本江（西砂田島・東島）、野尻古村、野尻川原、川除新、安居、高儀、柴田屋（川東・川西）、
二日町、苗島、院林、駅前通り、桐木、八塚、石田、田屋、高堀、野新、焼野、森清、辰
巳町、西横町、七津屋、西新町、東新町、福野神明社、百町（26 件） 
なし 
四区町、御蔵町、上浦町、下浦町、東横町、中横町、上町、南町、若竹町、岩武新、上津、
長源寺、上川崎、上野、松原、松原本町、七村、野尻野、晩田、寺家新屋敷、やかた、前
田、年代、梅ケ島、寺家、三ツ屋、福野軸屋、田尻、布袋、広安、下吉江、森、野原、雨
潜、新邸、江田、三清西、安清（38 件） 
 
旧平村（23 件） 
あり 
祖山、大崩島、下梨、寿川、入谷、上松尾、東中江、小来栖、下出、来栖、篭渡、見座、
相倉、大島、中畑、上梨、田向、杉尾、高草嶺（19 件） 
なし 
田代、渡原、梨谷、夏焼（4 件） 
 
旧利賀村（25 件） 
あり 
利賀村入谷・谷内、利賀村北豆谷、利賀村上村、利賀村下村、利賀村大豆谷、利賀村島地、
利賀村岩淵、利賀村上畠、利賀村坂上、利賀村上百瀬、利賀村阿別当、利賀村千束（12 件） 
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なし 
利賀村下原、利賀村栗当、利賀村北原、利賀村長崎、利賀村栃原、利賀村高沼、利賀村大
牧、利賀村草嶺、利賀村押場、利賀村細島、利賀村中村、利賀村大勘場、利賀村水無（13
件） 
 
1-3-2-2 調査票 3 の回収状況 
調査票 3 の回収状況は地図 3 の通りである。地図の赤色は調査票がある地区、青色はな
い地区、黄色は調査票がある地区とない地区の両方を含んでいる地域を指す。 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
調査票3回収状況
tyousa3
調査票あり
調査票なし
調査票ありまたはなし
凡例地図3
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■調査票 3 回収状況（計 352 地区中 273 地区、回収率 77.6％） 
 
旧井口村（9 件） 
あり 
池尻、上広安、宮後、久保、池田、蛇喰、井口、大野（8 件） 
なし 
川上中（1 件） 
 
旧井波町（50 件） 
あり 
高屋、専勝寺、安室、清水明、軸屋、飛騨屋、岩屋、山斐、野能原、坪野東部・中部・西
部、今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、東町、六日町、三日町、畑方、上山見・下山見、
京願町、下新町 1 区・2 区・3 区、中新町、山下、北川、上新町、三清東、松島、藤橋、八
日町、川原崎、谷、南山見新、志観寺、五領島、沖、連代寺、院瀬見 1 区・2 区・3 区・4
区、清玄寺、里領、神子畑、勧学院、愛農、信農（41 件） 
なし 
東城寺、大宮司、栄町、木崎野町、北新町、山見町並、東洋紡、今里、戸板（9 件） 
 
旧上平村（19 件） 
あり 
小瀬、皆葎、漆谷、菅沼、猪谷、西赤尾町、上平細島、田下、小原、下島、新屋、楮（12
件） 
なし 
葎島、上中田、東赤尾、真木、桂、打越、成出（7 件） 
 
旧城端町（49 件） 
あり 
信末、大窪、北野、長楽寺、吉松、是安、末広町、栄町、細木、野田、東西原、金戸、出
丸、東下、西下、西新田、東上、東新田、南町、野下、大宮野、西明、細野、理休、西原、
京塚、千福、蓑谷、野口、塔尾、泉沢、大鋸屋、林道、上見、打尾、盛新、瀬戸（37 件） 
なし 
次郎丸、西上、大工町、新町、川島、南原、大谷島、国広、上田、示野、中尾、上原（12
件） 
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旧福光町（113 件） 
あり 
人母、砂子谷、蔵原、岩木、湯谷、川西（定龍寺）、和泉、法林寺、能美、遊部、松木、小
又、梅原（安丸）、梅原（中筋)、梅原（上村）、梅原（出村）、梅原（白鷺）、在房、坂本、
中ノ江、東町、中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、中荒町、栄町、五宝町、本
町、天神町、東新町、川原町、田中、久戸、神成、角田町、角田、吉江中、一日市、宗守、
荒木、荒木町、山本、高畠、開発、福光新町、竹林（西島・中筋・東島・北島・団子林）、
下野、鍛治、竹内、小山、天神、高宮、小林、東殿、舘、小坂、徳成、利波河、吉江野、
大塚、祖谷、天池、旭ヶ丘、土生新（下野）、土生新（上野）、土生新（立野）、土生新（立
美）、土生新（矢留）、土生新（北部市野沢）、土生新（南部市野沢）、縄蔵、香城寺、山田、
才川七（1 区・2 区・3 区・4 区）、広谷、大西、土生、赤坂、嫁兼、小院瀬見、野地、太美、
七曲、樋瀬戸、吉見、綱掛、立野脇（90 件） 
なし 
川西（川合田）、川西（西勝寺）、観音町、宮脇町、味噌屋町、幸町、柳堀、土生新（経塚）、
土生新（立野新）、道場原、高窪、土山、岩安、遊部川原、八幡、神宮寺、梅野、殿、出村、
糸谷新、小二又、刀利、臼中（23 件） 
 
旧福野町（64 件） 
あり 
本江（西砂田島・東島）、若竹町、岩武新、野尻古村、野尻川原、上津、川除新、安居、高
儀、高堀、柴田屋（川東・川西）、上川崎、二日町、上野、松原、松原本町、野尻野、晩田、
御蔵町、上浦町、辰巳町、東横町、西横町、上町、七津屋、西新町、東新町、百町、年代、
苗島、院林、駅前通り、梅ケ島、寺家、野新、桐木、八塚、三ツ屋、福野軸屋、田尻、焼
野、布袋、広安、下吉江、森、石田、野原、雨潜、新邸、江田、三清西、田屋、森清（53
件） 
なし 
長源寺、七村、寺家新屋敷、やかた、前田、安清、四区町、下浦町、中横町、南町、福野
神明社(11 件） 
 
旧平村（23 件） 
あり 
祖山、杉尾、大崩島、渡原、下梨、寿川、入谷、上松尾、東中江、小来栖、下出、高草嶺、
来栖、篭渡、夏焼、相倉、中畑、上梨、田向（19 件） 
なし 
田代、梨谷、見座、大島（4 件） 
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旧利賀村（25 件） 
あり 
利賀村入谷・谷内、利賀村北豆谷、利賀村上村、利賀村下村、利賀村大豆谷、利賀村島地、
利賀村岩淵、利賀村上畠、利賀村坂上、利賀村上百瀬、利賀村阿別当、利賀村千束、利賀
村水無（13 件） 
なし 
利賀村下原、利賀村栗当、利賀村北原、利賀村長崎、利賀村栃原、利賀村高沼、利賀村大
牧、利賀村草嶺、利賀村押場、利賀村細島、利賀村中村、利賀村大勘場（12 件） 
 
1-3-3 分布地図 
分布地図は、調査票 1・2 を基に作成した獅子舞地図と、調査票 3 を基に作成した行事地
図がある。獅子舞地図（地図 9～20）は調査票 1・2 の質問項目のうち、「獅子頭の種類」「獅
子舞の形態」「竹輪の有無」「祭礼の日」「獅子取りの種類」」「伝承（いつ頃、どこから習っ
たか・いつ頃どこへ教えたか）」の 6 つを取り出して作成した。行事地図（地図 21～44）
は調査票に挙げた 51 の行事のうち、現在行われている、または過去に行われていたと回答
があった 36 の行事の分布地図を作成した。 
 
1-3-3-1 調査票がある地区とない地区の扱い 
地図上の 1 つの地域に複数の地区が含まれており（14-16 頁参照）、かつ、調査票がある
地区とない地区がある場合は、調査票がある地区の回答を優先する。 
例えば、地図上の高瀬（旧井波町）は、勧学院と神子畑と大宮司の 3 つの地区が含まれ
ている。このうち勧学院と神子畑は○が記入されており、大宮司は調査票がない。この場
合、調査票がある勧学院と神子畑の回答が優先される。 
 
図 8 1 つの地域に調査票がある地区とない地区がある場合 
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1-3-3-2 凡例の「と」と「または」の意味 
1-3-3-2-1 獅子舞地図（地図 9～20）の場合 
凡例の「と」は、1 つの地区に 2 つ以上の要素が記入されていることを意味する。 
例えば、北豆谷（旧利賀村）の調査票には、雄獅子にも雌獅子にも〇がついているので、
雄獅子「と」雌獅子に分類する。 
 
図 9 獅子舞地図の凡例の「と」の意味 
 
「または」は、地図上の 1 つの地域に複数の地区が含まれており、かつ、それぞれの地
区の回答が異なることを意味する。 
 例えば、福野地域は辰巳町や御蔵町など 13 の地区が含まれている。このうち福野神明社
は竹輪「有」、辰巳町他 4 地区は竹輪「無」と回答されているので、有「または」無に分類
する。 
 
図 10 獅子舞地図の凡例の「または」の意味 
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1-3-3-2-2 行事地図（地図 21～44）の場合 
行事地図（地図 21～44）の「と」は、地図上の 1 つの地域に複数の地区が含まれており、
かつ、それぞれの地区の回答が異なることを意味する 20。 
例えば、「土生新」地域は土生新（上野）、土生新（矢留）など計 9 か所の地区が含まれ
ている。このうち調査票 3 で獅子舞を回答した土生新（上野）は、現在行われている項目
に〇が付いており、土生新（矢留）他 5 地区は「過去に行われていて、現在は行われてい
ない」欄に回答がある。この場合、上野は現行、矢留他 5 地区は「中断または廃止」なの
で、現行「と」中断または廃止、に分類した。 
 
図 11 行事地図の凡例の「と」の意味 
 
 
行事地図の「または」は、「中断または廃止」にのみ使われる。「中断または廃止」とは、
「過去に行われていたが、現在は行われていない」という意味である。 
 
1-3-3-3 複数の地区が合同で獅子舞を行っている地域の扱い 
合同で獅子舞を行っている地域は、以下の 5 カ所である。 
・旧上平村 
（1）新屋、真木、東赤尾、上中田、田下、菅沼 
（2）楮、成出 
（3）皆葎、葎島 
・旧福野町 
（4）七津屋、駅前通り 
・旧福光町 
（5）太美、嫁兼、道場原 
                                                   
20 獅子舞地図（地図 9～20）の「または」と同じ意味である。 
 　　　　　　　　　　　　-38-
1-3-3-3-1 獅子舞地図（地図 9～20）の場合 
 複数の地区が合同で獅子舞を行っている場合、1 つの地区が代表して調査票を提出してい
る。獅子舞地図では、該当するすべての地区に調査票の回答を適用した。 
例えば、楮と成出は合同で行っており、調査票は楮のみある。この場合、楮と成出の両
方に調査票の結果を反映させる。 
 
図 12 複数の地区が合同で獅子舞を行っている場合の扱い①（獅子舞地図） 
 
1-3-3-3-2 行事地図（地図 21～44）の場合 
調査票 3 は各地区の区長が記入することとなっており、合同で獅子舞を行っている場合、
調査票 3 のある地区とない地区がある。行事地図の獅子舞（地図 35）は調査票の記載通り
に作成している。そのため、獅子舞地図（地図 9～20）と行事地図の獅子舞（地図 35）は
分布の異なる地区がある。例えば、楮と成出は合同で獅子舞を行っているが、調査票 3 が
あるのは楮のみで成出はない。この場合、行事地図の獅子舞では、楮は現行（赤）、成出は
なし（白）となっている。 
 
図 13 複数の地区が合同で獅子舞を行っている場合の扱い②（行事地図） 
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1-3-3-4 その他・不明・無記入・元々行われていない・調査票なしの扱い 
獅子舞地図（地図 9～20）には、「その他」・「不明」・「無記入」が分類名にある。「その他」
は、調査票のその他欄等に記入があるもののことを指す。「不明」は、調査票の不明欄に記
入があったもの、または「不明」「わからない」「？」と記入されていることを指す。「無記
入」は調査票に所定の項目に記入がなかったことを指す。 
行事地図（地図 21～44）には、「元々行われていない」・「調査票なし」が分類名にある。
「元々行われていない」は、調査票の行事名に○がついていないことを指す。「調査票なし」
は、調査票 3 が未回収であることを指す。 
 1 つの地域に複数の地区が含まれており、かつ、その中に、その他・不明・無記入・元々
行われていない・調査票なしが含まれる場合は、記入のある地区の情報が優先される。 
 例えば、図 14 のように、土生新地域は土生新（上野）、土生新（矢留）など計 9 か所の
地区が含まれるが、上野は「雄獅子」、矢留他 5 地区は無記入だった。この場合、上野の情
報を優先させ、「雄獅子」と分類した。 
 
図 14 その他・不明・無記入・元々行われていない・調査票なしの扱い 
 
1-3-3-5 その他の注意点 
地図の配色の決まりは下記の通りである。獅子舞地図（地図 9～21）の「調査票なし」は
白色、「その他」は茶色、「不明」は焦げ茶色、「無記入」は灰色である。 
行事地図（地図 21～44）の「現行」は赤色、「中断または廃止」は青色、「現行と中断ま
たは廃止」は黄色、「調査票なし」と「元々行われていない」は白色である。 
調査票に自治会名を記入する欄がないため、自治会名（地区名）を特定するのが難しい
地区がある。その場合、記入者の住所や調査票等を参考に、自治会名（地区名）を特定し
た。 
地図の地名の後に（ ）で複数の地名が書かれているものは、1 つの地区として扱ってい
る。例えば、「本江（西砂田島・東島）」は、本江として扱う。 
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2 分析編 
 
 
2-1 南砺市の文化資源（行事）の特徴     中島早紀 
 
2-1-1 報恩講と獅子舞 
1）分布の特徴 
地図 4 は報恩講（地図 21）と獅子舞（地図 35）の地図を重ね合わせた地図である。報恩
講と獅子舞のどちらも両方行っている地区が大半を占めている。また、獅子舞より報恩講
を行う地区の方が多い。このことから、報恩講を行っている地区は獅子舞も行っている場
合が多いことが分かる。 
 
2）凡例の説明 
■報恩講：報恩講のみを行う（行っていた）地区・地域 
■獅子舞：獅子舞のみを行う（行っていた）地区・地域 
■報恩講と獅子舞の両方を行う（行っていた）地区・地域 
うち、報恩講のみ・獅子舞のみ・元々行われていない・調査票なしを含む地域と内訳
は下記の通り 
（1）旧井波町 
①井波 
・報恩講と獅子舞：末広町、東町 
・報恩講：六日町、畑方、今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
・元々行われていない：三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
②山見 
・報恩講と獅子舞：上山見・下山見 
・報恩講：京願町 
・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 
（2）旧城端町 
①城端 
・報恩講と獅子舞：西下、西新田、南町 
・報恩講：出丸、東上、大宮野 
・獅子舞：野下 
・元々行われていない：東下、東新田 
・調査票なし：大工町、新町、川島、西上 
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②北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
・報恩講と獅子舞：吉松 
・報恩講：長楽寺 
・元々行われていない：北野 
・調査票なし：次郎丸 
 
（3）旧福野町 
①福野 
・報恩講と獅子舞：東横町、七津屋、西横町、東新町、西新町 
・報恩講：御蔵町、上浦町、辰巳町 
・元々行われていない：上町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
 
（4）旧福光町 
①梅原 
・報恩講と獅子舞：安丸、中筋、上村 
・報恩講：白鷺 
・獅子舞：出村 
②福光 
・報恩講：旭町、神田町、五宝町、東新町 
・獅子舞：西町、荒町、天神町、川原町 
・元々行われていない：東町、寺町、中荒町、中央通り、栄町、本町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
③角田町 角田 吉江中 
・報恩講と獅子舞：角田町、角田 
・元々行われていない：吉江中 
④荒木 荒木町 
・報恩講：荒木 
・獅子舞：荒木町 
⑤土生新 
・報恩講と獅子舞：上野 
・報恩講：立野、矢留、下野、北部市野沢 
・元々行われていない：南部市野沢、立美 
・調査票なし：経塚、立野新 
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2-1-2 地蔵祭と念仏講 
1）分布の特徴 
 地図 5 は地蔵祭（地図 23）と念仏講（地図 22）の地図を重ね合わせた地図である。地蔵
祭が行われている地区は南砺市の平野部に集中し、念仏講が行われている地区は南砺市の
山間部に集中している。地蔵祭と念仏講の両方を行っている地区は少ない。 
 
2）凡例の説明 
■地蔵祭：地蔵祭のみを行う（行っていた）地区・地域 
■念仏講：念仏講のみを行う（行っていた）地区・地域 
■地蔵祭と念仏講：地蔵祭と念仏講の両方を行う（行っていた）地区・地域 
 うち、地蔵祭のみ・元々行われていないを含む地域と内訳は下記の通り 
（1）旧福光町 
①梅原 
・地蔵祭：安丸、中筋、出村 
・地蔵祭と念仏講：上村 
・元々行われていない：白鷺 
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2-1-3 豊作祭りと田植え祭りと田の神祭りと水神祭り 
1）分布の特徴 
地図 6 は豊作祭り（地図 28）、田植え祭り（地図 25）、田の神祭り（地図 26）、水神祭り
（地図 27）と、農耕に関わる祭りを重ね合わせた地図である。半数の地区がこの中の祭り
を 2 つ以上行っていることが分かる。このことから、農耕に関わる祭りを行っている地区
はこれらの祭りを複数行う傾向がある。 
 
2）凡例の説明 
■豊作祭り：豊作祭りのみを行う（行っていた）地区・地域 
■田植え祭り：田植え祭りのみを行う（行っていた）地区・地域 
■田の神祭り：田の神祭りのみを行う（行っていた）地区・地域 
■水神祭り：水神祭りのみを行う（行っていた）地区・地域 
■豊作祭りと田植え祭り：豊作祭りと田植え祭りを行う（行っていた）地区・地域 
■豊作祭りと田の神祭り：豊作祭りと田の神祭りを行う（行っていた）地区・地域 
■田植え祭りと水神祭り：田植え祭りと水神祭りを行う（行っていた）地区・地域 
■豊作祭りと田植え祭りと田の神祭り：豊作祭りと田植え祭りと田の神祭りを行う（行っ
ていた）地区・地域 
■豊作祭りと田植え祭りと田の神祭りまたは水神祭り：豊作祭りと田植え祭りと田の神祭
りと水神祭りを行う（行っていた）地区・地域 
 うち、元々行なわれていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）旧井波町 
①高瀬 
・水神祭り：神子畑 
・豊作祭りと田植え祭りと田の神祭り：勧学院 
・アンケート票なし：大宮司 
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地図6　豊作祭りと田植え祭りと田の神祭りと水神祭り
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地理院タイル
 　　　　　　　　　　　　-47-
2-1-4 左義長とどんど焼き 
1）分布の特徴 
地図 7 は、冬の祭りである左義長（地図 30）とどんど焼き（地図 29）を重ね合わせた地
図である。南砺市の北西部と南東部に多く分布している。また、山間部に比べ、平野部に
多く分布している。旧上平村の分布がほとんど見られない。 
 
2）凡例の説明 
■左義長：左義長のみを行う（行っていた）地区・地域 
■どんど焼き：どんど焼きのみを行う（行っていた）地区・地域 
■左義長とどんど焼き：左義長とどんど焼きの両方を行う（行っていた）地区・地域 
うち、左義長のみ・どんど焼きのみ・元々行われていない・調査票なしを含む地域と
内訳は下記の通り 
（1）旧井波町 
①井波 
・左義長とどんど焼き：今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
・左義長：末広町、六日町 
・元々行われていない：東町、畑方、三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（2）旧福光町 
①福光 
・左義長：寺町、神田町、荒町、天神町、東新町、川原町 
・どんど焼き：旭町 
・元々行われていない：東町、中央通り、西町、中荒町、栄町、五宝町、本町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
②角田町 角田 吉江中 
・左義長とどんど焼き：角田 
・左義長：角田町、吉江中 
③土生新 
・左義長とどんど焼き：立野 
・左義長：上野、立美、矢留、北部市野沢 
・元々行われていない：下野、南部市野沢 
・調査票なし：経塚、立野新 
④小院瀬見 
・左義長：野地 
・どんど焼き：小院瀬見 
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2-1-5 虫おくりとねつおくりと七夕 
1） 分布の特徴 
地図 8 は、夏の祭りである、虫おくり（地図 33）とねつおくり（地図 32）と七夕（地図
31）の地図を重ね合わせた地図である。虫おくりとねつおくりと七夕を行う地域は南砺市
の北西部と南東部に多く分布している。また、山間部に比べ平野部に多く分布している。
上平村の分布がほとんど見られない。この中の祭りを 2 つ以上行う地域は少ない。 
また、地図 7（冬の祭り）と地図 8（夏の祭り）を比べると、冬の祭りを行っている地区
のほとんどが夏の祭りを行っている。また、夏に行われる祭りより冬に行われる祭りの方
がより多く行われていることが分かる。このことから、夏の祭りを行う地区は冬の祭りも
行うと言える。 
 
2）凡例の説明 
■虫おくり：虫おくりのみを行う（行っていた）地区・地域 
■ねつおくり：ねつおくりのみを行う（行っていた）地区・地域 
■七夕：七夕のみを行う（行っていた）地区・地域 
■虫おくりとねつおくり：虫おくりとねつおくりの両方を行う（行っていた）地区・地域 
■虫おくりと七夕：虫おくりと七夕の両方を行う（行っていた）地区 
■ねつおくりと七夕：ねつおくりと七夕の両方を行う（行っていた）地区・地域 
■虫おくりとねつおくりと七夕：虫おくりとねつおくりと七夕を行う（行っていた）地区・
地域 
うち、虫おくりのみ、ねつおくりのみ、七夕のみ、元々行なわれていない・調査票な
しを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）旧城端町 
①大鋸屋 大谷島 
・ねつおくりと七夕：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
 
（2）旧福光町 
①福光 
・ねつおくり：神田町、荒町、本町 
・七夕：東町 
・元々行われていない：中央通り、寺町、旭町、西町、中荒町、栄町、五宝町、天
神町、東新町、川原町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
②荒木 荒木町 
・ねつおくり：荒木 
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・七夕：荒木町 
③角田町 角田 吉江中 
・ねつおくり：吉江中 
・七夕：角田町、角田 
④土生新 
・虫おくり：上野 
・ねつおくり：下野、立野、矢留 
・元々行われていない：北部市野沢、南部市野沢、立美 
・調査票なし：経塚、立野新 
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 2-2 南砺市の獅子舞の特徴 
 
2-2-1 獅子舞の形態（百足獅子・二人立ち獅子）                   野原 愛 
1）分類の特徴 
 南砺市の獅子舞には、百足獅子と二人立ち獅子が存在する。百足獅子でも、地区によっ
てカヤとも呼ばれる胴幕の中に入る人数や列に違いがある。 
 地図 9 では、二人立ち獅子は青色、百足獅子は赤色、ピンク色、オレンジ色でカヤの列
の数によって色分けされている。 
 
2）凡例の説明 
■二人立ち獅子 
■百足獅子（カヤの中 1 列） 
■百足獅子（カヤの中 2 列） 
■百足獅子（カヤの中 3 列） 
■百足獅子（カヤの中 1 列とカヤの中 2 列） 
■二人立ち獅子と百足獅子（カヤの中 2 列）：西明の親子獅子 
■二人立ち獅子と百足獅子（カヤの中 1 列）または百足獅子（カヤの中 1 列）：二人立ち
獅子と百足獅子（カヤの中 1 列）の両方ある地区と、百足獅子（カヤの中 1 列）のみある
地区を含む地域 
該当する地区と内訳は下記の通り 
（1）野尻古村 野尻川原 
・二人立ち獅子と百足獅子（カヤの中 1 列）：野尻古村 
・百足獅子（カヤの中 1 列）：野尻川原 
 
■不明 
■無記入 
 
3）分布の特徴 
カヤの中 2 列の百足獅子は、山間部および北西部（旧福光町と旧城端町）に多く分布し
ている。カヤの中 1 列の百足獅子は、北東部（旧福野町と旧井波町）に多く分布している。
二人立ち獅子は利賀川より東側に多く分布しているほかに、旧福野町、旧井波町、旧平村
にも点在している。 
 
4）特記事項 
・旧上平村にある｢五箇山獅子舞｣は真木、東赤尾、新屋、上中田、田ノ下、菅沼の 6 カ所
が合同で行っているため、新屋の調査票の回答を 6 カ所すべてに反映させた。 
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 ・成出（旧上平村）は楮と合同で獅子舞を行っているため、楮の調査票を反映させた。 
・上梨（旧平村）は調査票 2 が提出されているが、現在も獅子舞が行われていると判断し、
調査票 1 とみなした。 
・小坂（旧福光町）の獅子舞は、調査票 2 のうち、「2 かつてあった保存会・若獅子会等
団体について」の用紙しか回収されておらず、獅子舞の特徴に関する回答が確認できない
ため、無記入とした。 
・天池（旧福光町）は元々獅子舞を行っておらず、旭ヶ丘（旧福光町）は調査票 2・3 が提
出されているが、「40 年以上まったくないので何も分かりません」と記入されているので、
地図上の「天池 旭ヶ丘」は無記入とした。 
・百町（旧福野町）は調査票 2・3 が提出されており、その内容から獅子舞は元々行われて
いないと判断した。 
・駅前通り（旧福野町）は七津屋と合同で獅子舞を行っているため、七津屋の調査票の回
答を反映させた。 
・旧福光町の嫁兼と太美は合同で獅子舞を行っているので、調査票 1 を提出している太美
の調査票の回答を、嫁兼と道場原に反映させた。 
・太美の調査票には、獅子舞の名称に「四ヵ村獅子（嫁兼（道場原含む）太美（重安・米
田・舘）」と回答があった。「舘」地区は別にあり提出された調査票から獅子舞の伝承が
ないことが確認できたので、四ヵ村獅子の「舘」は「太美舘（たち）」と判断した。 
・千束（旧利賀村）は獅子舞が調査票の内容より、元々行われていないと判断した。 
・瀬戸（旧城端町）は調査票 3 では獅子舞は現在も過去も行われていないことになってい
るが調査票 1・2 は提出されており、その内容から瀬戸では獅子舞が過去に行われていたこ
とが考えられるため、調査票 2 の回答を反映した。 
・畑方（旧井波町）は調査票 2・3 が提出されているが、調査票 2 に回答されている内容は
獅子舞の内容ではなく、曳山の内容であると判断したため、この項目では回答を反映させ
なかった。 
・上百瀬（旧利賀村）は二人立ち獅子との回答があり、さらに「金蔵獅子 夫婦立」と記載
があった。YouTube の映像から「二人立ち獅子」と判断し反映させた。 
・野下（旧城端町）は「一人獅子カヤ 6 人」と回答があったため、その他とした。 
・「城端」地域のうち、野下はその他である。 
・「福野」地域のうち、福野神明社は無記入である。 
・「北市」地域のうち、愛農は無記入である。 
・「福光」地域のうち、中荒町は無記入である。 
・「土生新」地域のうち、土生新矢留は無記入である。 
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2-2-2 獅子頭の種類           早川綾音 
1）分類の特徴 
地図 10 は、獅子頭の性別の種類である雄獅子と雌獅子についての分布地図である。青色
が雄獅子、赤色が雌獅子、紫色が雄獅子と雌獅子が両方ある地区である。 
 
2）凡例の説明 
■雄獅子：雄獅子である地区 
うち、無記入を含む地域と内訳は下記の通り 
（1）土生新 
・雄獅子：土生新（上野） 
・無記入：土生新（矢留） 
 
■雌獅子：雌獅子である地区 
うち、その他を含む地域と内訳は下記の通り 
（1）西明：雌獅子とその他（親子獅子）と回答 
 
■雄獅子と雌獅子：雄獅子と雌獅子の両方がある地区 
 
■雄獅子または雌獅子：雄獅子がある地区と雌獅子がある地区を含む地域 
該当の地域と内訳は下記の通り 
（1）城端 
・雄獅子：南町、野下 
・雌獅子：西新田 
・その他（赤獅子）：西下 
（2）柴田屋 
・雄獅子：柴田屋（川西） 
・雌獅子：柴田屋（川東） 
（3）大鋸屋 大谷島：調査票 1 では「雄獅子」調査票 2 では「雌獅子」と回答 
（4）福光 
・雄獅子：天神町 
・雌獅子：西町、荒町 
・無記入：中荒町 
 
■雄獅子と雌獅子または雄獅子：雄獅子と雌獅子の両方がある地区と、雄獅子がある地区
を含む地域 
該当する地区と内訳は下記の通り 
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（1）福野 
・雄獅子：辰巳町、七津屋、新町 
・雄獅子と雌獅子：西横町 
・不明：福野神明社 
 
■雄獅子と雌獅子または雌獅子：雄獅子と雌獅子の両方がある地区と、雌獅子のみの地区
を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）野尻古村 
・雌獅子：野尻川原 
・雄獅子と雌獅子：野尻古村 
 
■その他：該当する地区と内訳は下記の通り 
（1）利賀村上村・下村 
・大獅子：利賀村上村 
・不明：利賀村下村 
（2）利賀村上畠 
・大獅子：利賀村上畠 
 
■不明：調査票の獅子頭の種類の欄において、性別が「不明」に○をつけた地区 
■無記入：調査票において、獅子舞の種類の欄に何も記載が無かった地区 
 
3）分布の特徴 
平野部は雄獅子と雌獅子が混在しており、山間部では庄川沿い周辺に雄獅子が多く分布
している。また、雄獅子と雌獅子の両方がある地域は特に利賀川より東側の地域にまとま
って分布している。 
 
4）特記事項 
・旧上平村にある｢五箇山獅子舞｣は真木、東赤尾、新屋、上中田、田ノ下、菅沼の 6 カ所
が合同で行っているため、新屋の調査票の回答を 6 カ所すべてに反映させた。 
・成出（旧上平村）は楮と合同で獅子舞を行っているため、楮の調査票を反映させた。 
・上梨（旧平村）は調査票 2 が提出されているが、現在も獅子舞が行われていると判断し、
調査票 1 とみなした。 
・小坂（旧福光町）の獅子舞は、調査票 2 のうち、「2 かつてあった保存会・若獅子会等
団体について」の用紙しか回収されておらず、獅子舞の特徴に関する回答が確認できない
ため、無記入とした。 
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・天池（旧福光町）は元々獅子舞を行っておらず、旭ヶ丘（旧福光町）は調査票 2・3 が提
出されているが、「40 年以上まったくないので何も分かりません」と記入されているので、
地図上の「天池 旭ヶ丘」は無記入とした。 
・百町（旧福野町）は調査票 2・3 が提出されており、その内容から獅子舞は元々行われて
いないと判断した。 
・駅前通り（旧福野町）は七津屋と合同で獅子舞を行っているため、七津屋の調査票の回
答を反映させた。 
・旧福光町の嫁兼と太美は合同で獅子舞を行っているので、調査票 1 を提出している太美
の調査票の回答を、嫁兼と道場原に反映させた。 
・太美の調査票には、獅子舞の名称に「四ヵ村獅子（嫁兼（道場原含む）太美（重安・米
田・舘）」と回答があった。「舘」地区は別にあり提出された調査票から獅子舞の伝承が
ないことが確認できたので、四ヵ村獅子の「舘」は「太美舘（たち）」と判断した。 
・千束（旧利賀村）は獅子舞が調査票の内容より、元々行われていないと判断した。 
・瀬戸（旧城端町）は調査票 3 では獅子舞は現在も過去も行われていないことになってい
るが調査票 1・2 は提出されており、その内容から瀬戸では獅子舞が過去に行われていたこ
とが考えられるため、調査票 2 の回答を反映した。 
・畑方（旧井波町）は調査票 2・3 が提出されているが、調査票 2 に回答されている内容は
獅子舞の内容ではなく、曳山の内容であると判断したため、この項目では回答を反映させ
なかった。 
・竹林（旧福光町）は、調査票に「カヤは牡丹が描いてあるので雌で、頭は雄だが多分雌
である」とあるので、不明とした。 
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地理院タイル
地図10
獅子頭の種類
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
雄獅子
雌獅子
雄獅子と雌獅子
雄獅子または雌獅子
雄獅子と雌獅子または雄獅子
雄獅子と雌獅子または雌獅子
その他
不明
無記入
凡例
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 2-2-3 竹輪（たけのわ）の有無                     野原 愛 
1）分類の特徴 
 竹輪はカヤとも呼ばれる胴幕の中にいれる竹製の輪のことを指す。竹輪がなく、胴幕を
張らせるために手を使う獅子舞も存在する。 
 地図 11 では、竹輪がある地区は赤、竹輪が無い地区は青で塗られている。 
 
2）凡例の説明 
■有 
■無 
■有または無：有と無を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・有：福野神明社 
・無：辰巳町、東横町、西横町、七津屋、東新町、西新町 
■有と無または有：有と無の両方がある地区と有の地区を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）野尻古村 野尻川原 
・有と無：野尻古村 
・有：野尻川原  
■無記入 
 
3）分布の特徴 
竹輪が無いのは主に旧利賀村の一部地区で、旧平村の来栖と中畑にも分布している。平
野部にもいくつか点在しているが、数は比較的少ない。獅子舞の形態の分布と比較すると、
竹輪がある地区は主に獅子舞の形態が百足獅子、竹輪がない地区は主に二人立ち獅子であ
ることがわかる。しかし、旧福光町の大西は竹輪を使用していないが、百足獅子であるこ
とが特徴的である。 
 
4）特記事項 
・旧上平村にある｢五箇山獅子舞｣は真木、東赤尾、新屋、上中田、田ノ下、菅沼の 6 カ所
が合同で行っているため、新屋の調査票の回答を 6 カ所すべてに反映させた。 
・成出（旧上平村）は楮と合同で獅子舞を行っているため、楮の調査票を反映させた。 
・上梨（旧平村）は調査票 2 が提出されているが、現在も獅子舞が行われていると判断し、
調査票 1 とみなした。 
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 ・小坂（旧福光町）の獅子舞は、調査票 2 のうち、「2 かつてあった保存会・若獅子会等
団体について」の用紙しか回収されておらず、獅子舞の特徴に関する回答が確認できない
ため、無記入とした。 
・天池（旧福光町）は元々獅子舞を行っておらず、旭ヶ丘（旧福光町）は調査票 2・3 が提
出されているが、「40 年以上まったくないので何も分かりません」と記入されているので、
地図上の「天池 旭ヶ丘」は無記入とした。 
・百町（旧福野町）は調査票 2・3 が提出されており、その内容から獅子舞は元々行われて
いないと判断した。 
・駅前通り（旧福野町）は七津屋と合同で獅子舞を行っているため、七津屋の調査票の回
答を反映させた。 
・旧福光町の嫁兼と太美は合同で獅子舞を行っているので、調査票 1 を提出している太美
の調査票の回答を、嫁兼と道場原に反映させた。 
・太美の調査票には、獅子舞の名称に「四ヵ村獅子（嫁兼（道場原含む）太美（重安・米
田・舘）」と回答があった。「舘」地区は別にあり提出された調査票から獅子舞の伝承が
ないことが確認できたので、四ヵ村獅子の「舘」は「太美舘（たち）」と判断した。 
・千束（旧利賀村）は獅子舞が調査票の内容より、元々行われていないと判断した。 
・瀬戸（旧城端町）は調査票 3 では獅子舞は現在も過去も行われていないことになってい
るが調査票 1・2 は提出されており、その内容から瀬戸では獅子舞が過去に行われていたこ
とが考えられるため、調査票 2 の回答を反映した。 
・畑方（旧井波町）は調査票 2・3 が提出されているが、調査票 2 に回答されている内容は
獅子舞の内容ではなく、曳山の内容であると判断したため、この項目では回答を反映させ
なかった。 
・野尻古村（旧福野町）の子獅子は竹輪が無く、野尻古村の大獅子は竹輪がある。 
 　　　　　　　　　　　　-61-
地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
竹輪の有無 有無
有または無
有と無または有
無記入
凡例
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地図11
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2-2-4 祭礼の季節          早川綾音 
1）分類の特徴 
祭礼の日については、調査票上では祭礼の行なわれる日付を記入するようになっていた
が、3 月から 5 月を「春」、8 月から 11 月を「秋」、そのほかの月を「その他」として分類
し、地図 12 を作成した。春に祭礼を行う地区が赤、秋に祭礼を行う地区が青、春と秋両方
に祭礼を行う地区が黄色、春に祭礼を行う地区と秋に祭礼を行う地区が地図上で同じ地区
内にある場合は緑で分布を表している。 
 
2）凡例の説明 
■春（3～5 月）：3 月～5 月の間に祭礼を行う地区 
■秋（8 月～11 月）：8 月～11 月に祭礼を行う地区 
■春と秋：春と秋の両方に祭礼を行う地区 
■春または秋：春に祭礼を行う地区と秋に祭礼を行う地区を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・春：福野神明社 
・秋：辰巳町、七津屋、東新町町 
・その他：西横町…「変更なし」との回答 
（2）城端 
・春：西新田、南町、野下 
・秋：西下 
 
■その他：該当する地区と内訳は以下の通り 
・赤坂：1 月 1 日、1 月 21 日、3 月 21 日、6 月 21 日、8 月 21 日、10 月 21 日、12
月 21 日に行う。 
■不明：祭礼を行う日付が不明と調査票に記載があった地区 
■無記入：祭礼を行う日付について調査票に何も記載が無かった地区 
 
3）分布の特徴 
春にのみ祭礼を行う地域は、平野部では全体に点在しており、山間部はほぼ全域で行っ
ている。秋にのみ祭礼を行う地域は、山間部には分布しておらず平野部にのみ分布してい
る。このことにより、山間部は春に、平野部は秋に祭礼を行っているということが分かる。
黄色で表示されている春と秋両方に祭礼を行う地域は、市内に点在しているが平野部によ
り多く分布している。 
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4）特記事項 
・現在祭礼が行われている場合は現在行われている日付を優先して反映させるが、現在祭
礼が行われていない場合は過去に祭礼が行われていた日付を反映させる。 
・祭礼の日付に、秋から春、もしくは春から秋といったように結果に影響するような変更
があった場合は、現在の祭礼の日付を優先して入力した。また、現在と過去で祭礼の日が
異なる地区は以下の通りである。 
（1）現在は春に祭礼を行っているが、過去に秋に祭礼を行っていた地区 
①旧上平村 
・皆葎：昭和 40 年代頃までは 9 月 22 日の秋季祭礼でも奉納されていた。 
②旧平村 
・来栖：30 年くらい前までは秋季祭礼（9 月 24 日）でも獅子舞を行っていた。 
③旧井波町 
・院瀬見：かつては 9 月 15 日に行っていた。農繁期、子供達の春休み等の理由で変
更された。 
④旧利賀村 
・高草嶺：春祭のみ獅子舞を行っていた。秋は 10 月 2 日。 
・来栖：秋季祭礼は 9 月 24 日、30 年ぐらい前から獅子舞なし。 
・皆葎：昭和 40 年代頃までは、9 月 22 日の秋季祭礼でも奉納していた。 
 
（2）現在は秋に祭礼を行っているが、過去に春に祭礼を行っていた地区 
①旧福光町 
・神成：昭和 38 年までは 4 月 14 日に行っていた。 
・遊部：従来は春例大祭（4 月 15 日）に行われていたが、昭和 54 年 4 月の福光大火
によりその年より秋例大祭に変更となった。 
・田中：1985 年（昭和 60 年）までは春の祭礼（4 月 15 日）で農作業の関係で秋の
祭礼に変更。 
②旧城端町 
・打尾：かつては春季祭礼の 4 月 2 日にも行っていた。 
③旧福野町 
・桐木：伝承されてから昭和 41 または 42 年までは 4 月 15 日に行っていた。 
・安居：以前は春季（3 月 31 日）に行っていた。 
 
・旧上平村の｢五箇山獅子舞｣は真木、東赤尾、新屋、上中田、田ノ下、菅沼の 6 カ所が合
同で行っているため、新屋の調査票の回答を 6 カ所すべてに反映させた。 
・成出（旧上平村）は楮と合同で獅子舞を行っているため、楮の調査票を反映させた。 
・上梨（旧平村）は調査票 2 が提出されているが、現在も獅子舞が行われていると判断し
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、調査票 1 とみなした。 
・小坂（旧福光町）の獅子舞は、調査票 2 のうち、「2 かつてあった保存会・若獅子会等
団体について」の用紙しか回収されておらず、獅子舞の特徴に関する回答が確認できない
ため、無記入とした。 
・天池（旧福光町）は元々獅子舞を行っておらず、旭ヶ丘（旧福光町）は調査票 2・3 が提
出されているが、「40 年以上まったくないので何も分かりません」と記入されているので、
地図上の「天池 旭ヶ丘」は無記入とした。 
・百町（旧福野町）は調査票 2・3 が提出されており、その内容から獅子舞は元々行われて
いないと判断した。 
・駅前通り（旧福野町）は七津屋と合同で獅子舞を行っているため、七津屋の調査票の回
答を反映させた。 
・旧福光町の嫁兼と太美は合同で獅子舞を行っているので、調査票 1 を提出している太美
の調査票の回答を、嫁兼と道場原に反映させた。 
・太美の調査票には、獅子舞の名称に「四ヵ村獅子（嫁兼（道場原含む）太美（重安・米
田・舘）」と回答があった。「舘」地区は別にあり提出された調査票から獅子舞の伝承が
ないことが確認できたので、四ヵ村獅子の「舘」は「太美舘（たち）」と判断した。 
・千束（旧利賀村）は獅子舞が調査票の内容より、元々行われていないと判断した。 
・瀬戸（旧城端町）は調査票 3 では獅子舞は現在も過去も行われていないことになってい
るが調査票 1・2は提出されており、その内容から瀬戸では獅子舞が過去に行われていたこ
とが考えられるため、調査票 2 の回答を反映した。 
・畑方（旧井波町）は調査票 2・3 が提出されているが、調査票 2 に回答されている内容は
獅子舞ではなく、曳山であると判断したため、この項目では回答を反映させなかった。 
・「福光」地域のうち、中荒町は無記入である。 
・「土生新」地域のうち、土生新矢留は無記入である。 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
地図12
祭礼の季節 春（3～5月）秋（8月～11月）
春と秋
春または秋
その他
不明
無記入
凡例
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 2-2-5 獅子取りの種類              野原 愛・早川綾音 
1）分類の特徴 
獅子取りの種類は、獅子取り型と踊り獅子型の 2 つの系統に分けられる。 
獅子取り型は「獅子取り」のみが存在するものと、「獅子取りと天狗」や「獅子取りと
三番叟」など他の種類の獅子取りも存在しているものがある。逆に、天狗、道化、三番叟、
サンダラ獅子、かっぱは獅子取りがある地区にのみ分布することが分かった。 
踊り獅子型は「踊り獅子」のみが存在するものと、「踊り獅子とにらみ」などにらみが
存在しているものがある。逆に、にらみは踊り獅子がある地区にのみ分布することが分か
った。 
2 つの型が混在する「獅子取りと踊り獅子」もあった。獅子取りの存在自体が無い「なし」
の地区も数箇所ある。 
暖色は「獅子取り」が含まれる地区に分布する。その中でも赤、オレンジ等の濃い色は
「獅子取りのみ」や、「獅子取りと天狗」であり、これらはアンケートの回答数が多いも
のである。寒色は、その中でも青系と緑系に分かれる。青系は「なし」が含まれる地区、
緑系は「踊り獅子」が含まれる地区に分布する。黄色で分布している地区は、「獅子取り
と踊り獅子」を行っている。 
 
2）凡例の説明 
1 獅子取り型 
1-1 獅子取り 
1-2 獅子取りと天狗 
1-2-1 獅子取りまたは獅子取りと天狗：獅子取りのみの地区と獅子取りと天狗がある地区
を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）本江（西砂田島・東島） 
・獅子取り：本江（東島） 
・獅子取りと天狗：本江（西砂田島） 
（2）野尻古村 野尻川原 
・獅子取り：野尻古村 
・獅子取りと天狗：野尻川原 
（3）城端 
・獅子取り：西下、南町 
・獅子取りと天狗：西新田、野下 
1-2-2 獅子取りと天狗と道化 
1-3 獅子取りと三番叟 
1-4 獅子取りとサンダラ獅子 
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 1-5 獅子取りとかっぱ 
1-6 獅子取りまたは獅子取りと乗り獅子：獅子取りのみの地区と獅子取りと乗り獅子が
ある地区を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）利賀上村・下村 
・獅子取り：利賀上村 
・獅子取りと乗り獅子：利賀下村 
 
2 踊り獅子型 
2-1 踊り獅子 
2-2 踊り獅子とにらみ 
2-3 踊子とにらみ 
 
3 獅子取りと踊り獅子の複合型 
4 なし 
5 獅子取りまたはなし：獅子取りのみある地区と獅子取りがない地区を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福光 
・獅子取り：西町、荒町 
・なし：天神町 
 
6 獅子取りまたは獅子取りと天狗またはなし：獅子取りのみがある地区、獅子取りと天狗
がある地区、獅子取りがない地区を含む地域 
該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・獅子取り：辰巳町、横町 
・獅子取りと天狗：七津屋 
・なし：西新町、東新町、福野神明社 
 
20 その他：該当する地区と内訳は下記の通り 
・梅原：カマ（露払い）、ナギナタ（露払い）、棒、スデ、ショウモウ、ヘビ、ノミつ
ぐ、小便かたね、行列 1・2 
・西明：（親獅子）キリカエシ、ヨッサク、キョーブリ、一足、二足、七五三 
（子獅子）キリコ、ダイジューカン、ヘビ、とが 
21 不明 
22 無記入 
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 3）分布の特徴 
平野部、山間部共に多くの地区が獅子取りのみで獅子舞が行われている。特に、旧井波
町はほとんどの地区が獅子取りのみであることが分かる。 
獅子取りと天狗は旧福野町北部、旧城端町、旧平村と旧上平村において多く分布されて
いる。特に旧上平村は五箇山獅子舞として合同で獅子舞を行っている地区があるが、隣接
する地区においても天狗がいるのが特徴的である。踊り獅子やにらみが存在するのは平野
部だけであり、この地区はまとまって分布している。また三番叟が存在するのは旧利賀村
だけであり、この地域においてもまとまって分布している。 
 
4）特記事項 
・旧上平村にある｢五箇山獅子舞｣は真木、東赤尾、新屋、上中田、田ノ下、菅沼の 6 カ所
が合同で行っているため、新屋の調査票の回答を 6 カ所すべてに反映させた。 
・成出（旧上平村）は楮と合同で獅子舞を行っているため、楮の調査票を反映させた。 
・上梨（旧平村）は調査票 2 が提出されているが、現在も獅子舞が行われていると判断し、
調査票 1 とみなした。 
・小坂（旧福光町）の獅子舞は、調査票 2 のうち、「2 かつてあった保存会・若獅子会等
団体について」の用紙しか回収されておらず、獅子舞の特徴に関する回答が確認できない
ため、無記入とした。 
・天池（旧福光町）は元々獅子舞を行っておらず、旭ヶ丘（旧福光町）は調査票 2・3 が提
出されているが、「40 年以上まったくないので何も分かりません」と記入されているので、
地図上の「天池 旭ヶ丘」は無記入とした。 
・百町（旧福野町）は調査票 2・3 が提出されており、その内容から獅子舞は元々行われて
いないと判断した。 
・駅前通り（旧福野町）は七津屋と合同で獅子舞を行っているため、七津屋の調査票の回
答を反映させた。 
・旧福光町の嫁兼と太美は合同で獅子舞を行っているので、調査票 1 を提出している太美
の調査票の回答を、嫁兼と道場原に反映させた。 
・太美の調査票には、獅子舞の名称に「四ヵ村獅子（嫁兼（道場原含む）太美（重安・米
田・舘）」と回答があった。「舘」地区は別にあり提出された調査票から獅子舞の伝承が
ないことが確認できたので、四ヵ村獅子の「舘」は「太美舘（たち）」と判断した。 
・千束（旧利賀村）は獅子舞が調査票の内容より、元々行われていないと判断した。 
・瀬戸（旧城端町）は調査票 3 では獅子舞は現在も過去も行われていないことになってい
るが調査票 1・2 は提出されており、その内容から瀬戸では獅子舞が過去に行われていたこ
とが考えられるため、調査票 2 の回答を反映した。 
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 ・畑方（旧井波町）は調査票 2・3 が提出されているが、調査票 2 に回答されている内容は
獅子舞の内容ではなく、曳山の内容であると判断したため、この項目では回答を反映させ
なかった。 
・「福光」地域のうち、川原町は不明、中荒町は無記入である。 
・「本江（西砂田島・東島） 若竹町」のうち、若竹町は調査票なしである。 
・野新（旧福野町）は獅子取りの種類は分からないと回答しているが、「獅子取りは小学
生 6 人の構成」との回答があったため、獅子取りとした。 
 　　　　　　　　　　　　-70-
地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
1-1獅子取り
1-2獅子取りと天狗
1-2-1獅子取りまたは獅子取りと天狗
1-2-2獅子取りと天狗と道化
1-3獅子取りと三番叟
1-4獅子取りとサンダラ獅子
1-5獅子取りとかっぱ
1-6獅子取りまたは獅子取りと乗り獅子
2-1踊り獅子
2-2踊り獅子とにらみ
2-3踊子とにらみ
3獅子取りと踊り獅子
4なし
5獅子取りまたはなし
6獅子取りまたは獅子取りと天狗またはなし
20その他
21不明
22無記入
凡例
地図13　獅子取りの種類
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2-2-6 獅子舞の伝播       一色直樹・北山のどか 
2-2-6-1 伝播地図の見方 
地図 14 から地図 17 は、以下の凡例に基づき作成した。 
 
1）この地図は調査票 1・2 の「いつ頃、どこから習ったか」「いつ頃、どこへ教えたか」と 
いう 2 つの項目のうち、「どこから習ったか」と「どこへ教えたか」の情報を使った。「い
つ」は地図に反映されていない。 
2）教えた地区・地域を起点とする矢印を習った地区・地域に向けて引いている。 
例：太美の場合 
   太美の調査票には吉見に教えたと記載があった。この場合、太美を起点とする矢印
を吉見に向けて引いている（図 15 参照）。 
 
図 15 太美からの伝播 
 
 
 
3）調査票の項目が「不明」、「無し」と記載されているもの、及び無記入のものは、地図に
記載していない。 
4）南砺市内間の伝播の場合、一方の地区の調査票に「教えた」または「習った」と記載が
あり、もう一方の地区の調査票に、このことについての記載がない場合、記載がある方
の情報を反映させている。 
例：太美の場合 
   太美の調査票には吉見に教えたと記載があった。しかし吉見の調査票には太美から
教わったという記載はなかった。この場合、太美の回答を地図に反映させ、太美を
起点とする矢印を吉見に向けて引いている。 
 
 　　　　　　　　　　　　-72-
5）より詳細な回答が別の調査票から得られた場合、詳細な回答の方を地図に反映させてい
る。 
例：井口の場合 
  井口の調査票には「高瀬地区から教わった」と記載がある。「高瀬地区」とは『井波
町史 下巻』（858 頁）によると、野尻野、高瀬、北市、三清地域からなる地域を指
す。他方、北市（愛農）の調査票には「井口に教えた」と記載がある。そのため、
より詳細な北市（愛農）の回答を優先して、北市から井口に矢印を引いている。 
 
6）1 つの地域に複数の地区が含まれている場合、矢印の起点及び終点がどの地区なのか、
地図上では分からないので、次頁の図 17 を参照されたい。 
例：本江(西砂田島・東島)の場合（図 16 参照） 
調査票の回答では、西砂田島が小矢部から、東島が砺波から教わっている。地図上
では本江（西砂田島・東島）に小矢部から教わったことを示す水色の矢印と、砺波
から教わったことを示す緑色の矢印を引いている。 
 
 
図 16 本江（西砂田島・東島）への伝播 
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図 17 調査票 1・2 にみる獅子舞の伝播 
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2-2-6-2 南砺市内の伝播 山間部と平野部との伝播 
1）地図の説明 
地図 14は南砺市内の地区・地域間での獅子舞の伝播を示した地図である。赤色の矢印は、
平野部の地区・地域間の伝播、または山間部の地区・地域間の伝播で、青色の矢印は、平
野部の地区・地域と山間部の地区・地域の間の伝播を示す。 
調査票の回答に「平村」及び「平村地方」、「五箇山」と地区・地域名を特定することが
出来ないものは、それぞれ、「平村」「五箇山」と文字で書いた所を起点として、矢印を引
いている。 
 
2）伝播の特徴 
赤い矢印は短いものが多く、近くの地区に教えていることがわかる。 
青い矢印は赤い矢印と比べると、数が非常に少ないことが見て取れる。また青い矢印は、
山間部から平野部への伝播しかなく、平野部から山間部へ伝播しているものは 1 件もない。 
これらのことから南砺市内の地区・地域へ獅子舞を教える場合、近隣の地区・地域へ教
えることが多かったと考えられる。また平野部と山間部との間で獅子舞を教えることは非
常に少なかったことも考えられる。 
 　　　　　　　　　　　　-75-
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2-2-6-3 南砺市内の伝播 複数地区への伝播 
1）地図の説明 
地図 15 は南砺市内の地区・地域間での獅子舞の伝播のうち、複数の地区・地域へ教えた
地区・地域に注目し、どのような特徴があるかを示す地図である。 
 3 つの地区・地域へ教えた地区・地域ごとに、矢印の色を、赤・青・黄・緑・水色・ピン
ク・オレンジ色に変えている。3 つ未満の地区・地域へ教えた地区・地域の矢印は灰色であ
る。 
調査票の回答に「平村」及び「平村地方」、「五箇山」と地区・地域名を特定することが
出来ないものは、それぞれ、「平村」「五箇山」と文字で書いた所を起点として、矢印を引
いている。 
 
2）伝播の特徴 
多くの地区に教えた地区が点在していたことがわかる。香城寺（旧福光町）から才川七
（旧福光町）へひかれた矢印のように 1 対 1 で教えているものが散見される一方で、嫁兼
（旧福光町）のように複数の地区へ教えているものが多く見られる。特に神成（旧福光町）、
北市（旧井波町）、田向（旧平村）、上梨（旧平村）の 4 つの地区・地域は他の地区・地域
と比べると非常に多くの地区に教えている。また、この 4 つの地区・地域は、南砺市内に
点在している。 
これらのことから南砺市における獅子舞は、この 4 つの地区・地域が中心となって、多
くの地区へ広まっていったと考えられる。 
 
4）特記事項 
・「大鋸屋 大谷島」（旧城端町）は、この地区から習ったと回答した地区のすべてが、大
鋸屋の若杉から教わったと回答していたため、地区名を「若杉（大鋸屋）」とした。 
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2-2-6-4 南砺市外からの伝播 
1）地図の説明 
地図 16 は南砺市外の地域から、南砺市内のどこへ獅子舞が伝播してきたかを示す地図で
ある。起点となる地域は、調査票に回答された地域名をもとに、能登、氷見、小矢部、金
沢、白川村、砺波、山田村、八尾の 8 カ所に分類できた。矢印の起点となる地域ごとに、
矢印を色分けした。 
 
2）伝播の特徴 
ある 1 つの地域から習った地区・地域は、密集して分布していることがわかる。例えば、
砺波からの伝播は、旧福野町と旧井波町に集中している。氷見からは旧城端町と旧平村へ、
能登からは平野部南部へ、小矢部市からは旧福野町北部へ、八尾からは南砺市東部へ伝播
している。このうち、砺波、小矢部、八尾の場合、そこから近い地区・地域へ教えている
ことがわかる。 
また、富山県内の呉東地域から習った地区・地域や富山県より東側の都道県から習った
地区・地域はない。呉西地区の中でも、南砺市に隣接していない高岡市と射水市から習っ
た地区・地域はない。 
氷見から習ったと回答した地区では大工から教わったと記載されているものが複数あっ
た。また、特定の職業人から教わったと回答しているものは大工しかなかった。 
これらのことから南砺市内へ獅子舞を教えている地域は「南砺市と隣接する地域」と「氷
見、能登」の 2 つに大きく分けられる。前者は交通の便や日頃の交流があることが推測さ
れるのに対して、後者は大工の来訪など、何らかの事情により遠い地域（氷見と能登）か
ら伝播したものと考えられる。 
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2-2-6-5 南砺市外への伝播 
1）地図の説明 
地図 17 は南砺市内の地区・地域が、南砺市外のどこへ獅子舞を教えたかを示す地図であ
る。 
伝播先の地域は、調査票に回答された地域名をもとに、小矢部、石川県辰口、京都（南
砺利賀享友会、砺波、北海道の 4 カ所に分類できた。伝播先の地域ごとに矢印を色分けし
た。 
 
2）伝播の特徴 
南砺市外へ教えている例は少ないことがわかる。多くの地区・地域に教えている神成な
どの南砺市内の地区・地域も、南砺市以外の地域に教えたという記載は 1 件も見られない。  
北海道へ教えた地区・地域が最も多く、平野部に集中している。北海道開拓の際に教え
たという記載が複数見られ、北海道開拓と関係があると考えられる。 
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2-2-7 獅子舞の形態・獅子頭の種類・獅子取りと伝播の関係     長峰りつ 
獅子舞の特徴と伝播地図を比較することで、どこから伝わった獅子舞がどのような特
徴を持っているか、ということが分かる。 
 
2-2-7-1 獅子舞の形態（百足獅子・二人立ち獅子）と伝播の関係 
まず獅子舞の形態と伝播を比較する。地図 18 は獅子舞の形態の分布地図（地図 9）と、
どこから百足獅子が伝播したかを示す情報を入れたものである。 
地図 18を見ると、平野部北東部に集中する青色で塗られた「百足獅子（カヤの中 1列）」
を行う地区は砺波もしくは小矢部からの伝播で、平野部、山間部を問わず広い範囲に分
布する黄色で塗られた「百足獅子（カヤの中 2 列）」を行う地区は能登、氷見、金沢から
の伝播であることが分かる。 
次に二人立ち獅子と伝播地図を比較する。地図 19 は獅子舞の形態の分布地図（地図 9）
と、どこから二人立ち獅子が伝播したかを示す情報を入れたものである。この地図を見
ると、赤色で塗られた二人立ち獅子を行う山間部の旧利賀村に集中している地区は八尾
からの伝播で、平野部北東部に点在している二人立ち獅子は、砺波もしくは山田村から
の伝播であることがわかる。また、調査票の回答によると、砺波から二人立ち獅子が伝
わった 2 つの地区（旧井波町の専勝寺、旧福野町の野新）は砺波市庄川町古上野からの
伝播である。
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2-2-7-2 獅子頭の種類と伝播の関係 
獅子頭の種類と伝播を比較する。図 18 は獅子頭の種類の分布地図（地図 10）と、南砺
市内の伝播地図（地図 15）を重ね、山間部を拡大したものである。この地図を見ると同
じところから伝播した獅子舞でも、違いが生まれるということが分かる。 
詳しく見ていくと、旧平村、旧上平村の多くの地区は上梨、もしくは田向から獅子舞
を教わっている。上梨と田向はいずれも氷見から獅子舞を習ったが、上梨が教えた地区
は青色の雄獅子、田向が教えた地区は赤色の雌獅子という違いがある。このように、同
じところから伝播した獅子舞でも違いが生まれることがある。 
 
図 18 獅子頭の種類と伝播（山間部） 
 
 
 
2-2-7-3 獅子取りと伝播の関係 
獅子取りの種類と伝播地図を比較する。獅子取りの種類については「踊り獅子」を行
う地区と、「天狗」を行う地区の 2 つについて見ていく（67-71 頁参照）。図 19 は獅子取
りの種類の分布地図（地図 13）と、どこから踊り獅子が伝播したかを示す情報を入れ、
旧城端町、旧福光町の一部を拡大した地図である。 
図 19 を見ると、黄色、黄緑色で塗られた「踊り獅子」を行う竹林、大窪、信末はいず
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れも、神成からの伝播であることが分かる。しかし、神成や神成が教えた他の地区では
踊り獅子は行われていない。このことから、神成ではかつて踊り獅子を行っていたが、
現在は行っていない可能性が考えられる。 
 
 
図 19 獅子取りの種類と伝播（踊り獅子） 
 
 
 
次に、天狗のある地区を見ていく。地図 20 は獅子取りの種類の分布地図（地図 13）と、
どこから天狗が伝播したかを示す情報を重ねたものである。オレンジ色で塗られた「天
狗」を行う地区は平野部北部、旧城端町、山間部の旧平村、旧上平村の 3 カ所に集中し
ている。 
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図 20 は地図 20 の平野部を拡大したものである。この図を見ると、平野部北部の天狗
を行う地区は小矢部から、旧城端町の天狗を行う地区は大鋸屋からの伝播である。また、
旧城端町の野下、打尾の調査票によると、若杉（大鋸屋）から獅子舞を教わっている。 
 
 
図 20 獅子取りの種類（天狗）と伝播（平野部） 
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図 21 は地図 20 の山間部を拡大したものである。旧平村、旧上平村の天狗を行う地区
は上梨からの伝播である。天狗を行う地区の中で東赤尾は上梨ではなく田向から獅子舞
を教わっている。東赤尾は現在、周辺地区と合同で五箇山獅子舞を行っており、田向か
ら教わった獅子舞は、合同で獅子舞を行う以前に行っていたと考えられる。 
 
 
図 21 獅子取りの種類（天狗）と伝播（山間部） 
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3 資料編（南砺市の文化資源の分布） 
 
 
 本章では、南砺市の文化資源のうち、行事・祭礼に関わるアンケート調査の結果（調査
票 3）をもとに、6 地区以上の回答があった項目について地図を作成し解説を付した。5 地
区以下の回答があった項目については解説のみ掲載した。 
 地図の赤色は現在、行事が行われている地区・地域を、青色は過去に行事が行われてい
たが現在、中断または廃止されている地区・地域を示す。白色（色がない）の地区・地域
は、調査票が未回収であるか、該当の行事に〇がされていない（元々行事が行われていな
いと推測される）地区・地域である。黄色は、赤と青と白色を含む地域である。 
（島添） 
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3-1 信仰にかかわる行事 
 
3-1-1 報恩講 
1）行事の特徴 
 報恩講とは、浄土真宗の開祖である親鸞の忌日に行われる報恩謝徳の法会で、真宗王国
と呼ばれる富山県内では特徴ある歳時である。大谷派・仏光寺派・興正派の本山は 11 月 21
日～28 日、本願寺派・高田派の本山では太陽暦に換算して 1 月 9 日～16 日に行う。 
「お取越」や「お引上げ」、「お七夜」とも呼ばれ、檀那寺だけでなく門徒の各家、講ごと
でも行われる。参拝者には小豆粥や従妹煮など親鸞の好物が振舞われる。 
[参考文献] 
蒲池勢至「報恩講」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009
年、1592 頁。 
富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会編『富山県の歳時――四季の行事の現
状――』富山：富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会、2008 年、19 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
 （2）角田町 角田 吉江中 
   ・現行：角田、角田町 
   ・元々行われていない：吉江中 
（3）嫁兼 道場原 
      ・現行：嫁兼 
      ・調査票なし：道場原 
（4）土生新 
     ・現行：北部市野沢、下野、上野、立野、矢留 
     ・元々行われていない：南部市野沢、立美 
     ・調査票なし：経塚、立野新 
（5）荒木 荒木町 
     ・現行：荒木 
     ・元々行われていない：荒木町 
   （6）川西 
   ・現行：定龍寺 
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   ・調査票なし：川合田、西勝寺 
 （7）梅原 
   ・現行：安丸、中筋、上村、白鷺 
   ・元々行われていない：出村 
 （8）大塚 柳堀 
   ・現行：大塚 
   ・調査票なし：柳堀 
 （9）福光 
   ・現行：旭町、神田町、五宝町、東新町、 
   ・もともと行われていない：東町、中央通り、寺町、西町、荒町、中荒町、 
栄町、本町、天神町、川原町 
   ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
 （10）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
   ・現行：長楽寺、吉松 
   ・元々行われていない：北野 
   ・調査票なし：次郎丸 
 （11）西原 南原 京塚 
   ・現行：西原 
   ・元々行われていない：京塚 
   ・調査票なし：南原 
 （12）大鋸屋 大谷島 
   ・現行：大鋸屋 
   ・調査票なし：大谷島 
 （13）城端 
   ・現行：南町、東上、西新田、西下、出丸、大宮野 
   ・元々行われていない：野下、東新田、東下 
   ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
 （14）戸板 五領島 
   ・現行：五領島 
   ・調査票なし：戸板 
 （15）井波 
   ・現行：畑方、六日町、東町、今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町 
   ・元々行われていない：三日町、 
   ・調査票なし：木崎野町、北新町 
 （16）今里 
   ・現行：里領 
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   ・調査票なし：今里 
 （17）高瀬 
   ・現行：神子畑、勧学院 
   ・調査票なし：大宮司 
 （18）山見 
   ・現行：上山見・下山見、京願町 
   ・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・現行：御蔵町、上浦町、辰巳町、東横町、西横町、七津屋、西新町、東新
町 
・中断または廃止：上町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）湯谷 
・報恩講は現行だが、若衆報恩講は中断または廃止。 
（3）小院瀬見 野地 
・現行：野地（報恩講は現行だが、若衆報恩講は中断または廃止） 
・中断または廃止：小院瀬見 
 
3）分布の特徴 
 南砺市全域に分布している。 
（中島） 
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地理院タイル
地図21
報恩講 現行中断または廃止
現行と中断または廃止
凡例
地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
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3-1-2 念仏講 
1）行事の特徴 
 念仏講とは、信者が念仏を唱える講で、無常講・往生講ともいわれる。 
 念仏講は本来、通夜や葬式で念仏を唱えることをいうが、寺や道端に祀られている仏の
供養、安産祈願など幅広く諸祈願を行う。村単位もしくはそれより狭い単位で行われ、女
性や老人が行っているところが多い。 
 念仏講は葬式、年忌、盆行事などの死者供養や雨乞い、虫送り、嵐除けの農耕儀礼や疫
病払い、辻払いに行われる。これは念仏が死者供養だけでなく、災害・災疫を防ぐ呪術的
力を持っているとされたからである。 
念仏講は老人組、婦人会などの組織と重なっており、同性、同年代の者が定期的に集ま
れることから、信仰とは別の遊山講としての機能がある。 
[参考文献] 
坂本要「念仏講」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009 年、
1358-1359 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）梅原 
・現行：上村 
・元々行われていない：安丸、中筋、出村、白鷺 
 （2）利賀村上村・下村 
   ・現行：下村 
   ・元々行われていない：上村 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
3）分布の特徴 
 行事が現在行われている、行事が中断または廃止されている場所共に平野部と山間部ど
ちらにも点在している。しかし、旧利賀村、旧平村等の山間部に、より多くの分布が見ら
れる。 
（中島・早川） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
念仏講 現行中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory,　Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図22
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3-1-3 地蔵祭 
1）行事の特徴 
 地蔵祭とは、子供を中心に行われる地蔵菩薩を称賛する法会である。 
 旧井口村の宮後では地蔵祭を「ズゾハンマツリ」という。8 月 24 日前後におこなわれ、
季節のものを供え、真光寺に読経してもらう。 
旧城端町の南町では 10 月 5 日に行われる。各戸からお鏡やお菓子、野菜を持ち寄り、三
宝にのせ地蔵様にお供えする。お堂の周りには提燈をつるし飾り物をする。夕刻 7 時頃に
神明社から神主に来てもらい皆でお参りする。その後、お供え物を子供たちに分ける。お
餅は余った分を 1 カ月後にぜんざいにして子供たちに食べさせる。 
旧城端町の理休では 10 月 21 日に行われる。夜、地蔵堂の前に提燈を灯し、お供えをす
る。「今日は地蔵様のコンジョ」と囃子、鐘と太鼓を鳴らす。当日は八幡宮で新穀祭もある。
現在は集落内の地蔵様を公民館に集めて、お坊さんにお勤めをしてもらう。事前に子供た
ちが各戸からお菓子やお供えを集めてまわり準備をする。また、公民館の周囲には子供の
名前をいれた提燈を吊るす。 
旧城端町の大窪では 10 月 23 日に行われる。午後 3 時ごろから各戸を回り、野菜などの
お供え物を集める。地蔵の周囲には絵の入った提燈を吊るし飾る。夕方、僧侶のお勤めを
してもらい、皆でおまいりをする。 
[参考文献] 
杉山友美「地蔵盆」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞（上）』東京：朝倉書店、2009 年、
797 頁。 
富山県教育委員会文化財課編『富山県の祭り・行事――富山県祭り・行事調査報告書――』
富山：富山県教育委員会、2002 年、182-185 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）二日町  
・現行：二日町 
・調査票なし：四区町 
（2）本江（西砂田島・東島） 若竹町  
・現行：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
 （3）松原 松原本町 
・現行：松原 
      ・元々行われていない：松原本町 
 （4）梅原 
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・現行：安丸、中筋、上村、出村 
      ・元々行われていない：白鷺 
 （5）福光 
・現行：東町、中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、中荒町、栄町、
天神町、東新町、川原町 
      ・元々行われていない：五宝町、本町 
      ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
 （6）天池 旭ヶ丘 
・現行：天池 
      ・元々行われていない：旭ヶ丘 
 （7）天神 
・現行：天神 
      ・調査票なし：幸町 
 （8）大塚 柳堀 
・現行：大塚 
      ・調査票なし：柳堀 
 （9）城端 
・現行：出丸、西下、西新田、東新田、南町、野下、大宮野 
      ・元々行われていない：東下、東上 
      ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
 （10）是安 末広町 栄町 
      ・現行：末広町、是安 
      ・元々行われていない：栄町 
 （11）西原 南原 京塚 
・現行：西原 
      ・元々行われていない：京塚 
      ・調査票なし：南原 
 （12）谷 南山見新 
      ・現行：谷 
      ・元々行われていない：南山見新 
 （13）北川 
      ・現行：北川 
      ・調査票なし：栄町 
 （14）藤橋 八日町 
      ・現行：藤橋 
      ・元々行われていない：八日町 
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 （15）山見 
      ・現行：上山見・下山見、京願町 
      ・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 （16）北市 
      ・現行：愛農 
      ・元々行われていない：信農 
 （17）高瀬 
      ・現行：神子畑、勧学院 
      ・調査票なし：大宮司 
 （18）井波 
      ・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、三日町、畑方、東町、六日町 
     ・調査票なし：木崎野町、北新町 
（19）大鋸屋 大谷島 
      ・現行：大鋸屋 
      ・調査票なし：大谷島 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）小院瀬見 野地 
・中断または廃止：野地 
      ・元々行われていない：小院瀬見 
 （2）嫁兼 道場原 
・中断または廃止：嫁兼 
      ・調査票なし：道場原 
（3）川西 
・中断または廃止：定龍寺 
      ・調査票なし：川合田、西勝寺 
 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は以下の通り 
（1）福野 
・現行：御蔵町、上浦町、辰巳町、東横町、西横町、七津屋、西新町、東新
町 
・中断または廃止：上町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）土生新 
      ・現行：立野、立美、北部市野沢、南部市野沢、上野、矢留 
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      ・中断または廃止：下野 
      ・調査票なし：経塚、立野新 
（3）土生 
       ・調査票に現行と中断または廃止の両方に記入されている 
（4）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
         ・現行：長楽寺、吉松 
         ・元々行われていない：北野 
         ・調査票なし：次郎丸 
（5）是安 末広町 栄町 
         ・現行：末広町、是安 
            ・元々行われていない：栄町 
 
3）分布の特徴 
 現在行事が行われている場所と行事が中断または廃止されている場所ともに平野部に分
布しているが、平野部の中でも地蔵祭が行われていない地域が点在している。行事が中断
または廃止されている場所は旧福光町の山間部に主に分布している。旧上平村、旧平村、
旧利賀村等の山間部にはほとんど分布は見られない。 
 
4）特記事項 
・旧福光町 土生 
調査票の回答に、村内の団体（子供連中）で行うが、近年子供が少なく行えないこと
もある、と記載されていたため、現行と中断または廃止とした。 
（中島・長峰） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
地蔵祭
jizoumaturi_nakajima
現行
中断または廃止
現行と中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図23
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3-1-4 やらやら・つりもの 
1）行事の特徴 
あがりもん、あがりもの、米吊り、つりものとも呼ばれる。やらやらは祝い事、五穀豊
穣の祈願、県内各地の寺院仏閣での法会や遷仏式や遷宮式、秘仏公開の際などの慶事に出
し物として奉納される。山車やみこしを持たなかった村々に江戸時代から伝わる祝福芸で
ある。 
酒樽や米俵、餅俵を棒に吊るし、氏子などが担ぎ練り歩く。笛や太鼓の囃子、米吊り唄
に合わせて「ドッコイ、ドッコイ」の掛け声とともに 3 歩進んで 2 歩下がるといった、ゆ
っくりとした歩みで行列が続く。これは藩政時代の参勤交代の行列を真似たものといわれ
ている。一般には酒やコメなどの祝儀物、仮装行列、大太鼓、獅子舞といった大人数の行
列が組まれる。仮装行列は七福神や武者などの格好をし、人垣の中をそれぞれに身振り手
振り面白く繰り進む。富山県では各地にみられるが、他県ではあまり見ることのできない
県内独自の風習である。 
[参考文献] 
富山県教育委員会生涯学習・文化財室『富山県の祭礼行事――民俗芸能等を伴う祭りの現
状――』富山県：富山県の祭り活性化マスタープラン研究委員会、2007 年 3 月、19 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
    うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
    （1）山見 
   ・現行：上山見・下山見 
   ・元々行われていない：京願町 
   ・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 （2）高瀬 
   ・現行：神子畑 
   ・元々行われていない：勧学院 
   ・調査票なし：大宮司 
 
■中断または廃止：行事が中止または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・中断または廃止：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
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3）分布の特徴 
 現在行事が行われている場所、中断又は廃止されている場所ともに北部の平野部に固ま
っており、田園が広がっているものがほとんどである。旧福野町、旧福光町、旧井波町の 3
町で行われている。なお旧福野町、旧井波町では行事が現在行われている地域と中断また
は廃止されている地域どちらも見られるが、旧福光町は中断または廃止の地域のみである。 
 
4）特記事項 
・2018 年 3 月 16 日に行われた富山大学受託研究事業「南砺市文化資源研究」成果発表会
での質疑応答で、「お宮さんや神社でめでたいことがあった時に米俵や酒などを吊るした
丸太を担ぎ練り歩く祭りだと記憶している」との情報提供があった。そのため、「やらや
ら」と「つりもの」を同じ行事としてまとめた。 
・「つりもの」を現在行っていると回答したのは「安居」、過去に行っていたと回答したの
は「三清西」である。 
（早川） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
現行
中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory,　Faculty of Art and Design, University of Toyama
やらやら・つりもの
地図24
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 3-1-5 オーベッサマ（エビス）行事 
1）行事の特徴  
七福神の一つで漁業、商業の守護神として崇められているのがエビスである。エビスに
夷、恵比寿、恵比須、蛭子などの漢字を当てて、十月二十日を「商人のエビス」、十二月
八日を「農民のエビス」といい、エビス講を営んでいる。 
エビス祭りは全国各地に広がっており、その形態は多岐にわたっている。また、信仰対
象としてのエビス様の性格も多様である。中世以降、エビス信仰の広まりには、大黒舞、
夷舞わしなどのわざおきが大きな役割をしめたことは広く知られているが、漁村において
は大漁をもたらす神として祀られ、東日本では田の神となり、都市においては商業の神と
なっていった。 
漁業をおこなう地域では豊漁を祈るため屋形船をかついでご巡幸する。農山村では田の
神や山の神をエビスと呼び、その嬶さんとして二股大根を供えたり、田植えの後、苗を三
把供えたりする例がある。また、農村のエビス講には台所に祀られるものもあって、家の
神になっているものもある。町方のエビス講は、正月、十月、十二月に行い、十日エビス、
二十日エビスといって、商家での祭りとなっていった。出稼ぎ中の福の神はこれらの日に
帰ってくるとし、十月二十日を商人エビス講といったりもする。 
旧福光町では、十月二十日になると商家は恵比寿の像を祭り、酒宴を催した。その前後
に売り出しをして景品を添えたと伝えられている。 
旧城端町西上では、この地域の曳山の御神体がエビスであることから十月二十日にエビ
ス講が行われている。この日、曳山蔵の中にあるエビス様のご神像をエビス会館に持って
行く。そして玉串を奉納し、城端神明宮の神主さんにお祓いをしてもらう。これは町民全
員参加の行事であり、その後に宴会が開かれるそうだ。（2018 年 3 月 16 日清部一夫さん
に電話取材） 
[参考文献] 
加藤健司「稼ぎの神のオーベッサマ」高橋秀雄・漆間元三編『祭礼行事・富山県』東京：
桜楓社、1991 年、105-112 頁。 
伊藤曙覧『とやまの民俗芸能』富山：北日本新聞社出版部、1977 年、121-125 頁。 
福光町史編纂委員会『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、36 頁。 
 
2）該当する地区 
■中断または廃止：（1）旧上平村：田下 
 
3）分布の特徴 
オーベッサマ（エビス）行事は、南砺市ではほとんど伝承がされてこなかった行事であ
ることが分かる。 
（沼田） 
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3-1-6 つくりもん 
1）行事の特徴   
  町内のあちこちに七福神が乗った宝船やツルとカメ、テレビドラマ化された武士、人気 
キャラクターなどが飾られ、それらは大きさや形様々にすべて町民たちの手で、野菜や穀
物、果物、草花 などで作られている。 
もともとは地蔵祭であり、五穀豊穣を感謝し、地蔵様に供えた農産物で何人かが作りも
のをし、参詣する人に楽しんでもらおうと通りから見えるように飾ったことが始まり。約
三百年前から続く奇祭である。 
[参考文献] 
北日本新聞社出版部編『とやま祭りガイド』富山：北日本新聞社、2004 年、96 頁。  
  
2）該当する地区 
■中断または廃止 
（1）旧福光町：中荒町、旭町、福光新町、角田町 
  
3）分布の特徴  
旧福光町（平野部）にのみ分布している。 
（河合・長峰） 
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 3-1-7 注連切り 
1）行事の特徴  
 シメは「占め」や「締め」「標示」の意味を表し、注連縄や注連飾りなどは、占有・専
用や制止を示す決壊の表象である。祭り行事における注連切りも、祭りの領域や施設、神
聖な物件の占有や境界を標示することで、穢れたもの、悪霊などの侵入を防ぎ、神聖なる
領域や物件に触れることを制する役目を持つ。また同時に、来訪する祭神に対して祭祀領
域や物件を標示する意味も持ち、領域内の清浄を示す。注連縄は常用の藁縄とは逆の左縄
に綯い、紙の四手を下げたり、唐辛子やにんにく、木炭、あるいは草鞋や藁人形など防塞
の効果があると考えられるものを下げたりして、その呪力を増大させている。都市の祭り
でも氏神の守護する範囲には店先に注連縄を張り巡らし、鮮やかな色に染めて紙花や祭提
灯などを飾る。なお、地域に入る道を遮断する注連切りは、特に道切りなどと呼ばれて表
象物や儀礼の伝承も多彩である。 
[参考文献] 
神野善治「注連切り」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（上）』東京：朝倉書店、2009
年、822 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧福光町：旭町 
（2）旧平村：祖山 
 
■中断または廃止 
（1）旧城端町：塔尾 
 
3）分布の特徴 
 行事が行われている地区が 3 カ所しかなく、特徴を挙げることが困難である。 
（松岡・長峰） 
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 3-2 生産にかかわる行事 
 
3-2-1 田植え祭り 
1）行事の特徴  
 田もしくは田に見立てた場所に神を招き、稲作の過程を儀礼化した神事である。 
五月に入ると田植えが始められる。田植えを「サツキ」と称したのも旧暦のこの月が田
植えの適期であったからである。田植え日は部落や近隣で話し合って各家の植え付けの日
取りを定め、互に助け合って行うのである。植え付けが終われば前の晩に太鼓を打ち、「田
祭」または「休み事」と称して酒肴を用意して一日を休養する。この日を毎年定日に決め
ておく村もあり、旧城端町の蓑谷では六月十一日を「田植休み」としている。田祭がおわ
ると馬の草刈りが始まる。朝食時に一駄刈ってくるのが通例であった。大鋸屋では八月二
一日まで行うことにしており、朝三時頃から起きて七月中は二つ屋の上・三歳、八月から
は大鋸屋大谷で行った。 
旧平村の下梨や小来栖など、早くから水田のあったムラでは、田植えの日にホーボママ
（熱いご飯にきなこをかけ、朴の若葉に包んだもの）を作った家がある。小来栖は、田植
え上がりを「田植盆」とか、「田植え休み」と呼んだ。 
[参考文献] 
茂木栄「お田植神事（田遊び）」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（上）』東京：朝
倉書店、2009 年、316-318 頁。 
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 上巻』平村：平村、1985 年、1114 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）高瀬 
   ・現行：勧学院 
   ・元々行われていない：神子畑  
   ・調査票なし：大宮司 
  
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
3）分布の特徴 
 現在行事を行っている場所は平野部と山間部どちらにも存在する。豊作祭りと分布の傾
向が似ていることから、それらの地区では一連の農作業の中で行事を行っていると考えら
れる。 
（野原） 
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地理院タイル
田植え祭り 現行中断または廃止
凡例2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
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 3-2-2 田の神祭り 
1）行事の特徴  
田の神は文字通り田の豊作をつかさどる神として信仰されている。 
田祭りという名で伝わっている。行事を行っている多くの地域でこの日は 1 日もしくは
半日仕事を休む。仕事を休むことからヤスンゴトと呼ばれている地域もある。 
旧井波町では 6 月 10 日、11 日に行われる。カイモチをつくって祝い、嫁にいっている
娘も帰ってくる。高瀬・山野地区の村々では、子供たちによってヨータカがだされる。田
植えが一段落したのを祝って草団子や麦の焼餅を神に供える。夜には夜高行灯に灯を入れ
て、子供たちが大声ではやしたてながら練り歩く。 
旧井口村では 6 月 11 日であり一日休み。嫁いだ娘たちを呼びよせて、カイモチを作って
肩休みをする。ご馳走は焼豆腐とフキの煮しめ、ヒブク（干ふぐ）の焼き物などであった。 
旧城端町では植え付けが終われば前の晩に太鼓を打ち、酒肴を用意して 1 日を休養する。
この日を毎年定日に決めておく村もあり、蓑谷では 6 月 11 日を「田植休み」としている。 
旧福野町では 6 月 10 日である。田植えがすんだサトの若い者が町へ出て自転車の稽古を
する。 
旧福光町では植付け盆が終了した後に行う。6 月 11 日にいっせいに半日休業し田植えの
終わったことを祝う。神酒を供え、ぼた餅を作り、他の町村へ縁付いた子供をまねく。通
常植付盆の時に支払う雇い人の賃金をこの日に払う場合もある。また石黒地区では住吉社
で 4 月第 3 日曜日に行われる。 
[参考文献] 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通史編』井口村：井口村、1995、464 頁。 
井波町史編纂委員会編『井波町村史 上巻』井波町：井波町、1970 年、915 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1301 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 上巻』福光町、福光町、1971 年、447 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、98 頁，315 頁，329
頁。 
福野町史編纂委員会編『福野町史 通史編』福野町：福野町役場、1991 年、562 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）高瀬 
   ・現行：勧学院 
   ・元々行われていない：神子畑 
   ・調査票なし：大宮司 
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 ■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）二日町 
・中断または廃止：二日町 
・調査票なし：四区町 
  
3）分布の特徴 
 現在行事が行われている場所、中断または廃止されている場所ともに平野部に存在して
いるものが多く、田んぼが広がっているものがほとんどである。 
旧平村祖山や旧福光町の立野脇は平野部ではないものの、範囲は狭いながら稲作を行っ
ている場所である。しかし広大な田んぼが広がっているにもかかわらず田の神祭りを行っ
ていない地域が多い。 
中断または廃止されている場所である旧福野町二日町は現在、宅地となっているところ
が多い。田んぼの減少から田の神祭りが行われなくなったと考えられる。また中断または
廃止されている場所は南砺市の北端に固まっている。 
 
4）特記事項 
・「田祭り」の行事を含む 
（一色） 
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地理院タイル
田の神祭り 現行中断または廃止
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 3-2-3 水神祭り 
1）行事の特徴 
水神は文字通り水の神である。河川の多い富山県では水害に古くから悩まされてきた。
そこで水神を祀り、水害が起きぬように願った。加えて田への水を安定して供給できるよ
うに願うこともある。 
旧福光町において水神は大雨等による河川の氾濫を防ぎ、灌漑用水としての水の便をは
かる神として信仰されてきた。 
山間部の東中江では製紙産業の守り神としての信仰もある。これは五箇山の製紙産業に
は清らかな水が重要であったからであると考えられる。また火災への守り神でもある。 
水天宮で 7 月 7 日に催されているものがあるが、水天宮は山田河堤防下に位置する。用
水組合役員による集いで、この地は常権寺用水の取水口と湧水・伏流水の取水が可能な地
であるという。以前は 6 月 25 日に行われていたが、昭和 22 年（1947）の新用水通水以来、
同日に催される。また北山田地区徳成の八幡社でも行われている。 
旧井波町では干谷川の源流にある水神様の干谷社の祭りとして行われる。 
[参考文献] 
富山県教育委員会文化財課編『富山県の祭り・行事――富山県祭り・行事調査報告書――』
富山：富山県教育委員会、2002 年、181 頁。  
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 上巻』平村：平村、1985 年、1109 頁。 
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 下巻』平村：平村、1983 年、54 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、216-218 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 上巻』南砺市：南砺市、2011 年、453 頁、467 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）天池 旭ヶ丘 
・現行：天池 
・元々行われていない：旭ヶ丘  
 （2）福光 
   ・現行：川原町 
   ・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、 
中荒町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町 
   ・調査票なし： 観音町、宮脇町、味噌屋町 
 （3）山見 
      ・現行：上山見・下山見 
   ・元々行われていない：京願町 
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    ・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 （4）高瀬 
   ・現行：神子畑 
   ・元々行われていない：勧学院 
   ・調査票なし：大宮司 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
3）分布の特徴 
 分布としては旧平村の東中江を除いて平野部に集中して分布している。 
 平野部の現行の地区、過去の地区はすべてが山田川、小矢部川、大井川などの河川および
比較的大きな用水路が地区の中もしくは地区の端を流れている。 
山間部の東中江は庄川が流れている。 
 
4）特記事項 
 ・旧井波町愛農は調査票において水神祭りの項目に△の印が付けられていて、現行なの
か不明だったため元々行われていないと判断した。 
(一色) 
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 3-2-4 豊作祭り 
1）行事の特徴  
豊作祭りは春と秋の年二回行われる。春の祭りを祈年祭、秋の祭りを新嘗祭と呼び、春
の祈年祭では災害がなく風雨が順調であることを祈り、その年の豊作祈願をする。秋はそ
の年の収穫感謝を各村の神社で祈祷する行事である。 
多くの地域はこの行事で獅子舞を奉納する。そのほかにも旧福光町では若者が神輿を担
ぎ、町をまわる風習がある。春祭りは獅子舞・囃物・曳山などでにぎわい、他村の縁戚者
を客として招き、馳走するならわしがあると伝えられている。旧井口村の秋の祭りは、春
祭りより賑やかであるという。獅子舞が出て、晩には宮で踊りを行っていた。他村からも
踊り手が集まり、ハバイナ、ハバイナの囃子のあるチョンガレ（千代無加礼）の踊りを大
提灯の下で輪になって夜の更けるまで踊ったと伝えられている。地域によって違いはある
が、豊作を祈る祭事、豊作を感謝する祭事として今でも多くの地域で伝承されている。 
[参考文献] 
中嶋宏子「祈年祭」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（上）』東京：朝倉書店、2009
年、513 頁。 
茂木貞純「新嘗祭」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009
年、1305-1306 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、25 頁。 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通史編』井口村：井口村、1995 年、468-469 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）是安 末広町 栄町 
・現行：末広町 
・元々行われていない：是安、栄町 
 （2）高瀬 
   ・現行：勧学院 
   ・元々行われていない：神子畑 
   ・調査票なし：大宮司  
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
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 3）分布の特徴 
 山間部よりも平野部で比較的多く行われている行事であることが分かる。豊作祭りは「田
の神祭り」「田植え祭り」の地図の分布と非常に似ており、多くの地域がこの三つの行事
を行っていることが分かる。 
 
4）特記事項 
・旧利賀村 阿別当 
調査票 3 に記入されている「田上り」は「豊作祭り」として入力した。 
（沼田） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
地図28
豊作祭り 現行中断または廃止
凡例
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 3-2-5 山の神祭り 
1）行事の特徴  
山稼ぎの人の言う山の神と農民の言う山の神には違いがあり、山稼ぎの人が言う山の神
は山をつかさどる神である。農民の言う山の神は山から下りて来て稲の豊作をつかさどる
田の神になるという神である。山の神祭りおよび山祭りの日には林業関係者は仕事を休み、
多くの地域で山に入ることは禁忌とされた。 
旧福光町においては、山から下りて来て稲の豊作をつかさどる田の神になるという山の
神の信仰は廃れてしまい、山祭りは山間部である南蟹谷・太美山地区に残っているのみで
ある。春は山の神が木種をまき、樹木を整える日として 2 月 9 日に、秋は山の神が山深く
帰る日として 11 月 9 日に行われる。松木では桑名神社の祭礼として行われる。木こり・炭
焼き・山林所有者が赤飯・鮮魚を神前に供え、祝い酒をくむ。また普段使用する林業の道
具や材木、木々など生活の糧となるものに感謝を示す日でもある。 
旧井波町では 12 月 9 日にこの祭りが行われる。山に入ることや、材木に刃物を当てるこ
とを禁じられる。この為、彫刻屋などで弟子の慰安日とされている。 
[参考文献] 
千秋謙治『井波 歴史のうねり六〇〇年』井波町：井波町開町六〇〇年記念委員会、1990
年、339 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、37 頁，98 頁，304
頁，325-326 頁。 
上平村役場編『上平村誌』上平村：上平村役場、1982 年、253 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1300 頁。 
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 上巻』平村：平村、1985 年、1110 頁。 
利賀村史編纂委員会編『利賀村史 3 近・現代』利賀村：利賀村、2004 年、880 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧井口村：蛇喰 
（2）旧井波町：清玄寺 
（3）旧福光町：川西、松木 
 
3）分布の特徴 
 現行で行われている 4 つの地域のすべてが平野部に存在しており、地域内に山林が存在
している。 
4）特記事項 
・「山祭り」の行事を含む。 
（一色） 
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 3-2-6 商人職人に関する祭り 
1）行事の特徴  
 商人職人に関する祭りについて、南砺市においては主に「針歳暮」が挙げられる。「針
歳暮」とは十二月八日に一年間使用した針に感謝し、その針を餅などに刺して供養をする
行事である。針を刺す対象は集落によって異なり、餅だけでなく饅頭やコンニャクなども
使用される。針を刺した餅などを川へ流したり、橋の上から投げたりするところもある。
旧平村・旧利賀村では針仕事をしない日でもある。「針歳暮」は集落によって「はりせい
ぼ」、「はりせんぼ」、「はりせんぼん」のように読み方が異なる。 
[参考文献] 
千秋謙治『井波 歴史のうねり六〇〇年』井波町：井波町開町六〇〇年記念委員会、1990
年、339 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧城端町：西下 
（2）旧福光町：福光新町 
 
3）分布の特徴 
 行事の特徴では旧井波町で行っているとあるが、調査票では旧城端町の西下、旧福光町
の福光新町で行われている。 
 
4）特記事項 
 ・旧福光町 福光新町 
針供養のことを指す。 
  
（野原） 
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3-3 季節の行事 
 
3-3-1 どんど焼き 
1）行事の特徴 
左義長の一種。十五日の早朝（村方では十四日の晩）に男の子供が集まって、竹・わら・
注連飾り・たきぎなどを各家よりもらい集め、これを束ね上げ、火をつけ、正月飾りや使
用済みのお札、男子は書初め、女子は雛の着物を焼いた。その煙で年神様を天にお送りす
る。これを「どんど」というのは、火の勢いで竹が弾きたてる音からきたもので、書初め
が燃えながら高く舞い上がれば、能筆になれるとして誇りにした。また、残り火で餅を焼
いて食べると病気にかからぬといわれている。 
[参考文献] 
千秋謙治『井波 歴史のうねり六〇〇年』井波町：井波町開町六〇〇年記念委員会、1990
年、342 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、27 頁。 
北日本新聞社出版部編『とやま祭りガイド』富山：北日本新聞社、2004 年、11 頁。  
  
2）凡例の説明  
■現行：行事が現在行われている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）土生新 
・現行：立野 
・元々行われていない：下野、上野、矢留、立美、北部市野沢、南部市野沢 
・調査票なし：経塚、立野新 
 （2）角田町 角田 吉江中 
   ・現行：角田 
   ・元々行われていない：角田町 吉江中 
 （3）大鋸屋 大谷島 
      ・現行：大鋸屋  
      ・調査票なし：大谷島 
 （4）井波 
   ・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
   ・元々行われていない：末広町、東町、六日町、畑方、三日町 
   ・調査票なし：木崎野町、北新町 
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■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）小院瀬見 野地 
・中断または廃止：小院瀬見 
・元々行われていない：野地 
（2）福光 
   ・中断または廃止：旭町 
・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
      ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
       
 
3）分布の特徴  
旧上平村、旧井口村以外に山間、平野部はあまり関係なく点々と分布している。中断ま
たは廃止は旧福光町に多く分布している。 
（河合） 
 　　　　　　　　　　　　-123-
地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
地図29
どんど焼き 現行中断または廃止
凡例
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3-3-2 左義長 
1）行事の特徴 
民間の民俗としては、小正月の火祭りのことをいう。トンド・ドンドンヤキ・サイトウ・
サンクロウヤキ・ホチョジ・ホッケンギョ・サギチョなど様々に呼ばれる。旧平村や旧井
口村などの地域ではハリガミ焼き、書初め焼き、カクゾメヤクとも言う。一般的には正月
飾りを各戸から集めて一定の場所に積み上げて焼く行事をいう。行うのは一月十五日の早
朝（村方では十四日の晩）で、畏敬の念をもって焼却する。中心に芯棒を入れて高く巻き
上げたり、小屋を作って子供たちがその中に籠って飲食を行うところもある。多くは子供
の行事として行われ、この火祭りに書初めを燃やして字が上手になることを願うところが
多い。この残り火で小豆粥を煮たり、餅を焼いて食べると風邪をひかない、頭がよくなる、
からだが強くなるといった伝承もある。火の燃え方で作占いをしたり、厄払いをしたりも
する。 
旧平村の田向・相倉・大島・下梨では、左義長の時に、麻木でこしらえた長さ一メート
ル余りの松明を持ち、狐をこらしめる歌を歌いながら、ニョーの周囲や野山をめぐり歩い
たという。歌の文句は、集落によって多少異なるが、相倉は「稲荷の前の白狐、打ってな
かしゃれ、たたいてなかしゃれ、スコカーンカーン」であり、下梨は、「ヤッコ ヤッコ キ
ネヤッコ、稲荷狐の福の神、打ってたたいてカーンカーン」である。ヤッコとは狐のこと
で、昔はキツネが多くいて、畑の作物が被害を受けた。その被害を防ぐために始まったの
がこの行事である。この歌を歌うと、狐の頭がうずいて痛くなるという。なお、下梨の歌
は、福の神をたたく歌なので、平常は歌ってはいけないとされた。 
[参考文献] 
大石泰夫「左義長」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（上）』東京：朝倉書店、2009
年、728-729 頁。 
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 上巻』平村：平村、1985 年、1105-1106 頁。 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通史編』井口村：井口村、1995 年、458-459 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
      うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
    （1）川西 
      ・現行：定龍寺 
     ・調査票なし：川合田、西勝寺 
    （2）天神 
      ・現行：天神 
     ・調査票なし：幸町 
    （3）土生新 
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     ・現行：矢留、立野、立美、北部市野沢、上野 
     ・元々行われていない：南部市野沢、下野 
     ・調査票なし：経塚、立野新 
    （4）嫁兼 道場原 
     ・現行：嫁兼 
     ・調査票なし：道場原 
    （5）梅原 
・現行：安丸、中筋、上村、出村 
     ・元々行われていない：白鷺 
    （6）大塚 柳堀 
     ・現行：大塚 
     ・調査票なし：柳堀 
      （7）西原 南原 京塚 
     ・現行：西原 
     ・元々行われていない：京塚 
     ・調査票なし：南原  
    （8）是安 末広町 栄町 
     ・現行：末広町、是安 
     ・元々行われていない：栄町 
（9）城端  
   ・現行：東上、南町、野下 
   ・元々行われていない：出丸、東下町、西下町、西新田、東新田、大宮野 
   ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（10）今里 
   ・現行：里領 
   ・調査票なし：今里 
（11）高瀬 
   ・現行：勧学院、神子畑 
   ・調査票なし：大宮司 
（13）二日町 
  ・現行：二日町 
  ・調査票なし：四区町 
（14）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
  ・現行：北野 長楽寺 吉松 
  ・調査票なし：次郎丸 
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■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）藤橋 八日町 
  ・中断または廃止：藤橋 
  ・元々行われていない：八日町 
（2）小院瀬見 野地 
  ・中断または廃止：野地 
  ・元々行われていない：小院瀬見 
 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・現行：御蔵町、上浦町、辰巳町、上町、七津屋、東新町 
・中断または廃止：東横町、西横町 
・元々行われていない：西新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）井波 
・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、六日町 
・中断または廃止：東町 
・元々行われていない：三日町、畑方 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（3）福光 
・現行：寺町、神田町、荒町、東新町、川原町 
・中断または廃止：天神町 
・元々行われていない：中央通り、旭町、西町、中荒町、栄町、五宝町、本町, 
東町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（4）西原 南原 京塚 
・現行：西原 
・中断または廃止：京塚 
・調査票なし：南原 
（5）利賀村上村 下村 
・現行：上村 
・中断または廃止：下村 
3）分布の特徴 
南砺市の全域に分布している。 
(北山） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
左義長 現行中断または廃止
現行と中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory,　Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図30
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 3-3-3 七夕 
1）行事の特徴  
七月七日は五節供の一つで「七夕（しちせき）の節供」といわれる。 
旧城端町ではかつて七月一日から七日にかけて、子どもを中心に盛大に七夕祭を行って
いた。子どもたちが「たのんますちゃー」と各家に声をかけて寄附を募り、大きな葉竹に
紅提灯や短冊をつるして、うたを歌いながら町中を練りまわっていた。後に、これが町ご
との競技へと発展し、大行燈をかかげながら気勢をあげる大人の行事へと変化していった
が、明治三一年の大火をきっかけに廃止された。現在は子どもが小さな行灯に明かりをと
もして「チャーオノ盃チャコチャン」と囃したり、青竹に拵えもの（こしらえもの）をつ
るしたりしている。 
 旧福光町で行われる「福光ねつおくり七夕祭り」は、もとは昭和二七年から町主催で行
うねつおくりでねつおくり太鼓打ちコンクールなどを行っていた。昭和五五年に神奈川県
平塚市の七夕祭りを見学、この七夕祭りを持ち込むために、そこで購入した七夕飾りをね
つおくり祭りで飾ったことをきっかけに福光ねつおくり七夕祭りが始まった。現在は花火
やサンバコンクールなど様々なイベントも行われている。この福光ねつおくり七夕祭りに
タイアップしようと平成一三年から旧福光町の道の駅で「ムシ送り七夕まつり」が行われ
ている。この祭りは七月の土用周辺に行われ、公募した手づくりの虫によるコンクールが
開催されている。 
[参考文献] 
八木橋伸浩「七夕」歴史学会編『郷土史大辞典（下）』東京：朝倉書店、2005 年、1091
頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1307-1308 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』南砺市：南砺市、2011 年、119 頁，294 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）福野 
・現行：西横町 
・元々行われていない：御蔵町、上浦町、辰巳町、東横町、上町、七津屋、 
西新町、東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）荒木 荒木町 
   ・現行：荒木町 
   ・元々行われていない：荒木 
（3）角田町 角田 吉江中  
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       ・現行：角田町、角田 
      ・元々行われていない：吉江中 
（4）福光 
      ・現行：東町 
・元々行われていない：中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
      ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（5）大鋸屋 大谷島  
      ・現行：大鋸屋  
      ・調査票なし：大谷島 
（6）城端 
      ・現行：南町  
      ・元々行われていない：出丸、東下、西下、西新田、東上、東新田、野下、 
大宮野 
      ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
 （7）井波 
   ・現行：末広町、今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
   ・元々行われていない：東町、六日町、畑方、三日町 
   ・調査票なし：木崎野町、北新町 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
     （1）野尻古村 野尻川原 
・現行：野尻川原 
・中断または廃止：野尻古村 
 
3）分布の特徴 
現在行っている所、中断または廃止になった所ともに、住宅地のある所に多く存在する。
特に旧福光町、旧福野町、旧城端町では城端線の駅周辺に集中している。 
   （長峰） 
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3-3-4 ねつおくり 
1）行事の特徴 
土用三番に行い、土曜三番ともいう。 
他の地方に見る虫おくりのことで、虫おくりは一般に初秋のころ、鐘や太鼓を打ち鳴ら
して稲田に害虫が群衆するのを追うのであるが、ねつおくりは虫ならぬカビ（稲熱病・い
もち）を送る盛夏の行事である。これは米の生産に関する神事でもある。病害虫の多い年
には土用の五番、七番にも繰り返しねつおくりしたと言われるほど、農民の重大なそして
真剣な行事であった。 
旧福光町ではこの日は各部落ごとに集会所または区長宅に集まり、威勢よく太鼓を打ち
鳴らし、正午過ぎからそれぞれ部落の田圃の間を太鼓を打ちながら練り歩き、5 色の短冊で
飾った葉付の青竹で稲田の上を払い、「オクルワァイ、オクルワァイ、熱オクルワァイ」と
叫びながら部落全体をくまなく回る。なかでも福光・荒木の両部落は、草高千数百石以上
の地で、紙張子の舟にジジ（爺）・ババ（婆）の紙人形をのせ、この舟とともに稲田を回り、
そのあとで青竹とともに川へ流すのである。このジジ・ババは神代のイザナギ・イザナミ
の尊をかたどったもので産霊（ムスビ）を意味し、稲が清浄に豊かに実るようにと祈願し
たものである。川へ流すのは、単に捨てるのではなく、みそぎ・はらいの意味で、汚れや
いもちを川へ流すためであるという。また解村以前の刀利部落では藁人形を藁で作った馬
に乗せたものをかつぎ、同じように川へ流した。この人形が何を意味するのか明らかでな
いが、いもちや悪い病気を洗い流すことにかわりはない。これらは重要な農作行事の一つ
として受け継がれてきたが、今日では観光的になり、行事の主体は村部から町部へと移り、
太鼓打ち、チンドン屋などのコンクールが催され、商店では大売出しを行う。夜は小矢部
川畔に花火大会が開かれて多くの人でにぎわう。 
旧城端町では、7 月中に大雨が降れば「雨降り盆」と称して太鼓旗を打って喜び、それを
祝って仕事も休んだ。土用に入ってその 1 日目もしくは 3 日目を「ねつおくり」と称して、
午後は仕事を休んで村内の要路を太鼓を打ちならしながら巡廻し、男は竹の葉をもって稲
田を撫で廻る。子供達はあたかも町で行う七夕祭のように、竹に短冊をつけてそれに従う。
熱を払った後で竹は川へ棄てられる。また、ところによっては「稲熱御祓之神」と書いた
旗をたて、藁で作った男神女神の人形を藁船にのせて担ぎ、村内を周り熱を払う風習もあ
る。理林では熱を吸った人形と船を池川と山田川の落合へもってきて流すのである。その
日、村内の男は相集まって、ねつおくり酒を飲む風習もある。 
旧井口町では、1 年中で一番暑い土用の三番の 7 月 22、23 日にはニツオクル（ねつおくり）
をする。大人の男が太鼓を担いで田んぼ道を歩き、道の辻々太鼓をおろして力いっぱい打
ち鳴らす。子供たちがあとをついて回り、青笹に短冊や色紙をつけたもので稲の上をなで
ながら、「熱おくるわーい 熱おくるわーい」と叫んで回る。最後にその竹を焼くか、また
は川へ流す。 
[参考文献] 
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福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、330-331 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1301-1302 頁。 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通史編』井口村：井口村、1995 年、465 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）角田町 角田 吉江中 
・現行：吉江中 
・元々行われていない：角田町、角田 
（2）嫁兼 道場原 
・現行：嫁兼 
・調査票なし：道場原 
（3）土生新 
・現行：下野、立野、矢留 
・元々行われていない： 北部市野沢、南部市野沢、上野、立美 
・調査票なし：経塚、立野新 
（4) 荒木 荒木町 
・現行：荒木 
・元々行われていない：荒木町 
（5）梅原 
・現行：安丸、中筋、上村、出村 
・元々行われていない：白鷺 
（6）大塚 柳堀 
・現行：大塚 
・調査票なし：柳堀 
（7）福光 
・現行：中央通り、神田町、荒町、本町 
・元々行われていない：東町、寺町、旭町、西町、中荒町、栄町、五宝町、
天神町、東新町、川原町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（8）大鋸屋 大谷島 
・現行：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
（9）是安 末広町 栄町 
・現行：末広町、是安 
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・元々行われていない：栄町 
（10）天神 
・現行：天神 
・調査票なし：幸町 
（11）高瀬 
・現行：神子畑、勧学院 
・調査票なし：大宮司 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）松原 松原本町 
・中断または廃止： 松原 
・元々行われていない： 松原本町 
（2）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・中断または廃止：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町  
（3）小院瀬見 野地 
・中断または廃止： 小院瀬見 
・元々行われていない： 野地 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
・現行：長楽寺 
・中断または廃止：吉松 
・元々行われていない：北野 
・調査票なし：次郎丸 
（2）川原崎 
・調査票に現行と中断または廃止の両方に記入されている 
 
3）分布の特徴 
現行の地域は、旧井波町・旧城端町・旧福光町の 3 地域。中断または廃止していた地域
は現行の地域に加え、旧井口村が挙げられる。旧平村村・旧上平村・旧利賀村などの山間
部には分布しておらず、平野部で分布していたことが分かる。 
 
4）特記事項 
・旧福光町 天神 
調査票 3 において、「ねつおくり太鼓」と記載されている。 
（北山） 
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地理院タイル
地図32
ねつおくり 現行中断または廃止
現行と中断または廃止
凡例
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3-3-5 虫おくり 
1）行事の特徴 
「ウンカ送り」「オンカ送り」「斎藤実盛送り」とも呼ばれる、田植えのあとに稲の害虫
駆除を祈って行われた行事。 
旧城端町では若連中が部落の区長宅から大太鼓を担ぎ出し、交代に打ちたたきながら水
田廻りをする。童子は各々藁で松明を作って火をつけ、太鼓の後ろをついて廻る。径の四
つ辻では太鼓を卸して、自慢打という程力一杯交代に打競う。その間持参の藁で松明の火
に炊き添えて掻き立てる。蛾を焼殺する意味がある。1 週間廻るとその翌日は虫送り盆とい
って、午後半日作業を休む。昭和 10 年頃まで続いたが、その後自然消滅した。 
旧福光町の吉江中では青年団が世話をし、青年団が中心になり行事を行う。一日市では、
自治会長や生産組合などが世話をし、若衆が務める。車に太鼓を乗せ、集落内を、太鼓を
打ち鳴らして回る。昭和 25 年頃までは、稲につく害虫や病害に、太鼓を叩きながら、石油
や木炭を撒いていたといわれている。 
旧井波町では稲熱病や虫の害にあわず豊作になることを祈り、竹や棒などで田の畦を叩
いて歩き、鉦や太鼓ではやしたて害を村境まで追い出す。御弊を竹に挟み田の水口に立て
る。 
[参考文献] 
山内美和「虫送り」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009
年、1730-1731 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、807-808 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 上巻』南砺市：南砺市、2011 年、458-459 頁。 
千秋謙治『井波 歴史のうねり六〇〇年』井波町：井波町開町六〇〇年記念委員会、1990
年、340 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）土生新 
・現行：上野 
      ・元々行われていない：下野、立野、矢留、南部市野沢、立美、北部市野沢 
      ・調査票なし：経塚、立野新 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
3）分布の特徴 
現行の地域は旧福野町・旧福光町・旧井波町の 3 地域。中断または廃止した地域も含め
ると、先述した 3 地域に旧城端町を加えた 4 地域である。山間部には分布しておらず、平
野部でのみ分布している。 
                                                                  （北山） 
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3-3-6 盆 
1）行事の特徴 
盆とは、旧暦七月十五日を中心として、家郷を尋ねてくる先祖の霊魂を迎え供養し祀る
行事である。盆行事は十三日の精霊迎えの日から十六日の精霊送りまでの期間とされてい
る。盂蘭盆の略称として盆と呼ばれている。家ごとに先祖諸霊を迎えて供物をささげると
同時に、先祖が眠る墓地への墓参りもあわせて行われる。先祖の霊魂は盆棚へと迎えられ、
朝昼晩おはぎやそうめん、その他のおかずなど、家族の食事とおなじ御馳走が供えられる。
十六日には供え物を菰に包み川や海に流したという。盆を先祖とともに過ごすため精霊迎
えのオショウライの火が焚かれ、八月二十三日・二十四日には地蔵尊を祀る地蔵盆が行わ
れる。 
[参考文献] 
富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会編『富山県の歳時――四季の行事の現
状――』富山：富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会、2008 年、3-9 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）野尻古村 野尻川原 
 ・現行：野尻川原 
 ・元々行われていない：野尻古村 
（2）福野 
・現行：御蔵町、辰巳町、東横町 
・元々行われていない：上浦町、西横町、上町、七津屋、西新町、東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（3）福光 
・現行：東町、旭町 
・元々行われていない：中央通り、寺町、西町、神田町、荒町、中荒町、栄
町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（4）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田町、角田 
・元々行われていない：吉江中 
    （5）川西 
      ・現行：定龍寺 
      ・調査票なし：川合田、西勝寺 
        （6）天池 旭ヶ丘 
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      ・現行：旭ヶ丘 
      ・元々行われていない：天池 
    （7）土生新 
      ・現行：南部市野沢 
      ・元々行われていない：立美、北部市野沢、下野、上野、立野、矢留 
      ・調査票なし：経塚、立野新 
    （8）嫁兼 道場原 
      ・現行：嫁兼 
      ・調査票なし：道場原 
    （9）梅原 
      ・現行：安丸 
      ・元々行われていない：中筋、上村、出村、白鷺 
       （10）大塚 柳堀 
      ・現行：大塚 
      ・調査票なし：柳堀 
    （11）利賀村上村・下村 
      ・現行：上村 
      ・元々行われていない：下村 
    （12）是安 末広町 栄町 
      ・現行：末広町 
      ・元々行われていない：栄町、是安 
       （13）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
      ・現行：長楽寺 
      ・元々行われていない：吉松、北野 
      ・調査票なし：次郎丸 
（14）大鋸屋 大谷島 
   ・現行：大鋸屋 
   ・調査票なし：大谷島 
（15）井波 
   ・現行：六日町、末広町、今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
   ・元々行われていない：東町、畑方、三日町 
   ・調査票なし：木崎野町、北新町 
（16）西原 南原 京塚 
   ・現行：西原、京塚 
   ・調査票なし：南原 
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■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
     （1）小院瀬見 野地 
      ・中断または廃止：小院瀬見 
      ・元々行われていない：野地 
 
3）分布の特徴 
 旧井波町、旧城端町、旧福野町の市街地では元々行われていないところが多い。それ以
外の地域は比較的現在でも行われている。 
（早川） 
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 3-3-7 ふかんど盆 
1）行事の特徴  
旧城端町是安に鎮座する級長戸辺神社では 7 月 15 日に風祭が行われる。一般に吹かぬ堂
の祭りと呼んでいる。この神社は氏子によってではなく、フェーン現象の顕著な地域の崇
敬者によって支えられている。祭りの日は昼過ぎから羽織袴の参詣者が百名余り、檜の香
りのする拝殿にたん座してときを待つ。神事は宮司の祝詞に続いて冠と斎服姿の福野農協
長が五穀豊穣を祈願する祝詞を奏上する。参詣者の玉串奉典が終わると 4 人の巫女の舞が
始まる。秋の収穫前の風害を防ぎ、豊作を祈願する舞が奉納される。続いて城端松風会の
詩吟の朗唱や、旧福野町稲葉社中の箏曲の奉納により境内は荘重な雰囲気となる。神事が
終わると、参詣者すべてによる直会になる。旧井波町の旧南山見村でも志願寺、東城寺両
地区の山手にある不吹堂で 6 月 18 日に風神祭りが催された時期がある。この祭りを地元民
は「カザボン」（風盆）と呼び、僧侶に読経してもらい、各家庭では赤飯を食べた。 
[参考文献] 
漆間元三「風祭り」高橋秀雄・漆間元三編『祭礼行事・富山県』東京：桜楓社、1991 年、
118-119 頁。 
伊藤曙覧『とやまの民俗芸能』富山：北日本新聞社出版部、1977 年、80-82 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧福光町：松木 
  
3）分布の特徴 
行事の特徴では旧城端町で行っている、旧井波町で行われていたとあるが、調査票では
旧福光町の松木のみで行われている。 
 
4）特記事項 
・「不吹堂盆」「不吹堂の祭り」とも表記する。 
 ・「風祭り」を含む。 
（松岡・長峰） 
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3-3-8 綱引き 
1）行事の特徴  
長い綱を二手に分かれて引き合う綱引きの競技は、今日では純粋なスポーツとして人気
があるが、伝統的な綱引きは信仰や儀礼を背景に持ち、広く世界的に行われてきた。歴史
も古く、中国の梁・唐代には荊楚地方（揚子江中流域）で正月に豊穣を祈る行事として行
われた記録がある。日本の伝統的な綱引きは、小正月、端午節句、盆、八朔、十五夜、亥
の子などの行事として広く行われているが、おもに西南日本に分布しており、集落や町内
を二分して長大な綱を引き合うことで、生産の豊凶を占い、防災、悪霊除けなどを祈念す
る行事となっている。日本の大綱引きの諸要素は朝鮮半島の綱引きに酷似しており、その
類緑性が認められている。婦負郡八尾町では、大正初年ごろまで 11 月に緬繩という綱引き
行事が催された。町内の若衆が近くの山から藤のツルを伐ってきて、長さ 15 間（27.2 メー
トル）ほどの綱を作り、4 尺（約 1.2 メートル）ほどの長さのマンネン棒（松の木）を綱の
真ん中に立てて各町内対抗の綱引きをした。近在の村々からも多くの人が加勢に来たとい
う。これも、勝敗によって翌年の豊凶を占う神事であった。 
[参考文献] 
神野善治「綱引」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009 年、
1163-1164 頁。 
伊藤曙覧『とやまの民俗芸能』富山：北日本新聞社出版部、1977 年、14-16 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧井波町：岩屋 
（2）旧福野町：野尻川原、若竹町、安居 
 
■中断または廃止 
（1）旧城端町：千福 
 
3）分布の特徴 
 旧福野町に一番多く分布しており平野のみで行われている。 
（松岡） 
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3-3-9 小正月行事 
1）行事の特徴 
一月一日を大正月というのに対して、十五日正月を小正月といい、主に農耕の予祝行事
として行われる行事のことを指す。女の正月、望の正月、田植え正月ともいう。小正月行
事では、繭玉を飾り付ける若木迎え行事、やわらかい木の枝の表面を薄く途中までそぎ削
りその薄片を花のように幾重にもする削り掛け、ヌルデの枝や竹や藁に餅や団子を花箸に
つけ鴨居にさす餅花などのモノツクリ、秋の収穫祈願の成木責め、害虫防除の鳥追い、小
豆を煮てそれを田に見立て農具や田螺・どじょうの形に作った団子を入れ食べるなどの行
事がみられる。 
[参考文献] 
富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会編『富山県の歳時――四季の行事の現
状――』富山：富山県の年中行事活性化マスタープラン研究委員会、2008 年、7-10 頁。 
 
2）該当する地区 
■行事が現在行われている 
（1）旧城端町：西新田 
（2）旧利賀村：阿別当 
（3）旧平村：夏焼 
 
■行事が中断または廃止されている 
（1）旧平村：寿川、田向 
 
3）分布の特徴 
 旧平村に最も多く分布しており、分布している地域は旧城端町の西新田を除き山間部で
ある。 
（早川） 
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3-3-10 彼岸の迎え火送り火 
1）行事の特徴 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧井波町：六日町、今里 
（2）旧平村：夏焼 
（3）旧城端町：西下 
 
3）分布の特徴 
 旧平村の夏焼を除き、平野部に分布している。 
 
4）特記事項 
・2017 年度に南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課が実施したアンケートによると、彼
岸の迎え火送り火が行われる日にちがお盆であったことから、「お盆の迎え火送り火」と間
違って記載したと思われる。（2018 年 3 月 16 日 南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課
景山氏からの情報） 
（河合・長峰） 
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3-3-11 風除け 
1）行事の特徴  
富山県朝日町南保村では風の強い日に「ホー、ホー」と叫ぶ行事、朝日町宮崎村では屋
根の棟に鎌を刺し、風除けを祈って「ホー、ホー」の掛け声を出して風を追う行事である。
風切りとも言う。南砺市の風除けに関する詳細は不明。 
[参考文献] 
富山県教育委員会文化財課編『富山県の祭り・行事――富山県祭り・行事調査報告書――』
富山：富山県教育委員会、2002 年、116-117 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1）旧城端町：林道、蓑谷 
（2）旧井波町：連代寺、三清東 
（3）旧井口村：宮後 
 
3）分布の特徴 
 主に旧城端町と旧井波町に分布している。 
（松岡） 
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3-4 芸能色の強い祭 
 
3-4-1 獅子舞 
1）行事の特徴 
富山県の獅子舞は、獅子頭を操る「頭持ち」と胴幕を支える「獅子方」、獅子の相方とし
て一緒に舞う「獅子あやし」、笛や太鼓で伴奏する「囃子方」を構成の基本とする。一部地
域では「天狗」や「道化」が加わる。富山県の獅子舞は大きく「二人立ち獅子」と「百足
獅子」に分けられる。南砺市の獅子舞の形態は主に「百足獅子」だが、平野部の一部や旧
利賀村東部、旧平村の一部では「二人立ち獅子」である。南砺市の五箇山や旧城端町、旧
福光町の「百足獅子」は氷見地域に広がった氷見獅子が伝播したものである。伝播した氷
見獅子は胴幕に竹の輪を入れている。また天狗は氷見のように鳥かぶとをかぶらず、シャ
グマ（毛冠）をかぶっている。五箇山の「二人立ち獅子」は神通川上流の東西飛騨街道筋
に分布している金蔵獅子が伝わったものである。 
[参考文献] 
富山県の獅子舞活性化マスタープラン研究委員会編『富山県の獅子舞芸能と祭礼――獅子
の芸能と行事の現状――』富山： 富山県の獅子舞活性化マスタープラン研究委員会、2006
年、2 頁。 
富山県教育委員会編『富山県の獅子舞』富山：富山県郷土史会、1979 年、15-18 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）二日町 
・現行：二日町 
・調査票なし：四区町 
（2）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
（3）梅原 
・現行：安丸、中筋、上村、出村 
・元々行われていない：白鷺 
（4）荒木 荒木町 
・現行：荒木町 
・元々行われていない：荒木 
（5）嫁兼 道場原 
・現行：嫁兼 
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・調査票なし：道場原 
（6）大鋸屋 大谷島 
・現行：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
（7）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
・現行：吉松 
・元々行われていない：北野、長楽寺 
・調査票なし：次郎丸 
（8）城端 
・現行：西下、西新田、南町、野下 
・元々行われてない：出丸、東下、東上、東新田、大宮野 
・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（9）福光 
・現行：西町、荒町、天神町、川原町 
・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、旭町、神田町、栄町、五宝
町、本町、東新町、中荒町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（10）井波 
・現行：末広町、東町 
・元々行われていない：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、六日町、畑方、三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（11）山見 
・現行：上山見・下山見 
・元々行われていない：京願町 
・調査票なし：山見町並、東洋紡 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）川西 
・中断または廃止：定龍寺 
・調査票なし：川合田、西勝寺 
 （2）藤橋 八日町 
   ・中断または廃止：八日町 
   ・元々行われていない：藤橋 
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■現行と中断または廃止： 該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）福野 
・現行：東横町、西横町、七津屋、西新町、東新町 
・中断または廃止：辰巳町 
・元々行われていない：御蔵町、上浦町、上町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）土生新 
・現行：上野 
・中断または廃止：矢留 
・元々行われていない：下野、立美、北部市野沢、南部市野沢 
・調査票なし：経塚、立野新 
（3）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田町 
・中断または廃止：角田 
・元々行われていない：吉江中 
 
3）分布の特徴 
 南砺市全域に分布している。 
 
4）特記事項 
・旧福野町 百町 
 過去にも無かったと思われるが、60 年前の神社再建時は、他部落の応援にて実施。   
・旧福光町 旭ヶ丘 
 調査票 2 において、「40 年以上まったくないので何も分かりません。」と記述があり、
旭が丘では獅子舞は元々行われていないと判断した。 
・旧福光町 中荒町   
 調査票 2 において、「長い間行なわれていないのでわかりません」と記述があり、中荒
町では獅子舞は元々行われていないと判断した。 
・旧福光町 土生新 矢留   
 調査票 2 において、「土生新地区は上野自治会で伝承されており矢留自治会では、よく
わからない。20 年近く行なわれていないのではないかと思う。」と記述があり、土生新矢
留の獅子舞は中断または廃止であると判断した。 
・旧福光町 角田 
 調査票 3 において、現行となっていたが調査票 1 において「来年度、獅子舞再開予定」
と記述があったため、中断または廃止であると判断した。                                                               
 （井上・早川・野原） 
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©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory,　Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図35
 　　　　　　　　　　　　-150-
 
 
3-4-2 夜高祭り 
1）行事の特徴  
 農村では田植えが終わると、田祭りを催す地域が多くある。その中でも多くみられたの
が、夜高祭りである。ロウソクを灯した長方形の箱型の夜高行燈に竹の棒を通し、子供た
ちが行列をつくってかつぎ歩くのである。行燈の表面には絵を、周囲の紙には御神灯や五
穀豊穣といった文句や神社名などが書かれる。この祭りは、小矢部市、高岡市戸出町、砺
波市、南砺市旧福野町、旧井波町で伝承されている。 
旧井波町に伝わる夜高祭りは、高瀬・山野地区の六月十日、十一日の田祭りで行われる。
祭り当日、子供たちによってヨータカがだされる。田植えが一段落したのを祝って草団子
や麦の焼餅を神に供える。その後、夜には夜高行燈に灯を入れて、子供たちが大声ではや
したてながら町内を練り歩く。 
旧福野町の夜高祭りは五月はじめの三日間の福野神明社の例大祭で開催される。一日は
宵祭り、二日は例祭、三日の本祭り・神輿渡御祭である。現在は新町、浦町、辰巳町、横
町、上町、七津屋、御蔵町の大行燈七本が福野の町中を練り廻っている。 
この旧福野町の夜高の起源は江戸時代までさかのぼる。慶安五年の福野の大火の後、伊
勢神宮に代表者を参拝させ、帰途倶利伽羅峠で日が暮れて氏子たちが手にあんどんを持っ
て出迎えた。その故事にならってはじまった神事が夜高行燈であると伝えられている。 
行燈は上から順に山車・傘鉾・吊り物・田楽・台の五つの部分からできており、山車は
花鳥・人物・城郭・舟・車・神輿などの形をあらわし、これに応じて傘鉾や吊り物がつく
られ、田楽の表面には勇壮な武者絵が描かれ、左側面には御神灯、右側面には何町氏子、
また背面には特色ある文句が大書されている。これらの五部分にはそれぞれ小厚の紙を貼
り、蝋で線模様を描き、赤を主とした染料で彩色される。町内の若い衆が勇壮活発な調子
で夜高節をうたいながら、太鼓や拍子木のはやしで町内をねりまわる光景はまさに春の夜
の一大偉観である。 
[参考文献] 
漆間元三「福野の夜高」高橋秀雄・漆間元三編『祭礼行事・富山県』東京：桜楓社、1991
年、116-117 頁。 
伊藤曙覧『とやまの民俗芸能』富山：北日本新聞社出版部、1977 年、57-61 頁。 
越中夜高太鼓保存会編『越中夜高太鼓保存会結成 50 周年記念誌』南砺市：越中夜高太鼓保
存会、2016 年、i。 
福野町史編纂委員会編『福野町史』福野町：福野町役場、1964 年、678-683 頁。 
井波町史編纂委員会編『井波町史 上巻』井波町：井波町、1970 年、915 頁。 
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2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
 （2）福野 
   ・現行：御蔵町、上浦町、辰巳町、東横町、西横町、上町、七津屋、西新町、 
      東新町 
   ・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
 （3）松原 松原本町 
      ・現行：松原本町 
      ・元々行われていない：松原 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）高瀬 
      ・中断または廃止：神子畑、勧学院 
      ・調査票なし：大宮司 
 
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
   （1）野尻古村 野尻川原  
・現行：野尻古村 
・中断または廃止：野尻川原  
  （2）田尻 
・調査票に現行と中断または廃止の両方に記入されている 
 
3）分布の特徴 
 平野部の旧福野町・旧井波町で伝承されている行事であることがうかがえる。複数の地
域が合同で夜高を行っていたのか、また隣接した地域同士で伝承しあったのだろうか。 
（沼田） 
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地理院タイル
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 3-4-3 曳山祭り 
1）行事の特徴  
富山県内ではたくさんの曳山祭りが行われており、特に県西部で多く伝承されてきた祭
りである。南砺市では、旧城端町・旧福光町・旧福野町・旧井波町で伝承されている。 
旧城端町に伝わる曳山の起源は、享保 4（1719）年とされている。旧城端町では貞享 2
（1685）年に神明宮が再建されたときに、まず御輿が出来てその後ややおくれて曳山が作
られたと伝えられている。 
祭礼の日は 5 月 15 日に行われる城端新明宮の春祭りである。朝から男たちは曳山車を組
み立て、各町内の山番のいえでは中心メンバーが集まって人形の飾り立てをする。15 日の
祭礼日には、早朝に福神が 6 基の曳山にそれぞれ移され、午前 10 時ごろから御輿渡御があ
り、つづいて曳山と屋台が町を回る。 
この祭りで目をひくのは傘鉾である。直径 1.6 メートル、長さ 2.3 メートルほどの大きな
唐傘の周囲に幅 30 センチの幕を垂らし、傘の上に標識とよばれる飾り物をつける。 
山車は 6 基で、その形態は地山というしっかりとした基礎、それに 4 輪の車が取り付け
られている。地山に長押、蛇腹、雛台が重ねられ、周りに金銀五彩の彫刻が取り付けられ
ている。雛台の上には上段を作って福神像を安置されており、その腰に大彫という立派な
彫刻がはめられる。朱漆の勾欄の 4 本柱は、黒漆の金具付のものである。屋根は折返装置
のある特異なもので、金色の鏡天井となっている。 
旧福光町の曳山は 4 月 15 日の春祭りに行われている。庵屋台は 5 本あり、この日午前に
御輿巡行、午後からの庵屋台巡行がそれぞれにぎやかに行われる。昼は当番屋台を先頭に
後続に 4 本の屋台が続いて巡行する。夕方からは各屋台の周囲に提灯がつるされ、巡行が
続く。この屋台行列の巡行は夜の 8 時半ごろまで続く。 
旧福野町の曳山は横町・上町・新町・浦町の 4 町 4 基が伝えられている。祭礼日は 5 月 3
日の福野神明社・例大祭の本祭りであり、4 基の曳山が町内を巡行する。各町内の曳山のモ
チーフが、横町は人形の飾り山で「猩々の汲み酒」、上町は船形に「神功皇后の西征航海」、
新町は「橋弁慶長刀を揮う姿」、浦町は「素戔嗚尊の大蛇退治」である。 
旧井波町に伝わる曳山は井波の八幡宮祭礼で披露される。神輿の巡行に続いて各町の屋
台がひき回される。現在巡行している屋台は八日町・上新町・中新町・今町・北川北新町
の 5 町の曳山である。曳山の屋台は御殿造りで、屋台唄は毎年新作が発表されている。 
[参考文献] 
漆間元三「城端神明宮の春祭り」高橋秀雄・漆間元三編『祭礼行事・富山県』東京：桜楓
社、1991 年、117-118 頁。 
伊藤曙覧『とやまの民俗芸能』富山：北日本新聞社出版部、1977 年、31 頁，44-47 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1305-1307 頁。 
福野町史編纂委員会編『福野町史 通史編』福野町：福野町役場、1991 年、691 頁。 
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 千秋謙治『井波 歴史のうねり六〇〇年』井波町：井波町開町六〇〇年記念委員会、1990
年、244 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）福野 
・現行：上浦町、辰巳町、東横町、西横町、上町、七津屋、西新町、東新町 
      ・元々行われていない：御蔵町 
      ・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
 （2）福光 
・現行：西町 
・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、旭町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
      ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
 （3）城端 
・現行：出丸、東下、西下、東上 
      ・元々行われていない：西新田、東新田、南町、野下、大宮野 
      ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
 （4）北川 
      ・現行：北川 
      ・調査票なし：栄町 
 ■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）井波 
・現行：畑方 
・元々行われていない：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、東町、六日町、
三日町 
      ・調査票なし：木崎野町、北新町 
3）分布の特徴 
 平野部で行われている。曳山をひいて町内を練り歩くこの祭りは山間部よりも平野部で
伝承されていったのだろうか。また旧町村別にこの曳山祭りが伝承されている地域を見て
みると、主に旧町村の中の中心部で分布していることがうかがえる。 
4）特記事項 
 ・庵屋台を含む。 
（沼田） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
現行
中断または廃止
凡例地図37
曳山祭り
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 3-4-4 相撲 
1）行事の特徴 
相撲は五穀豊饒を祈り、また強さを熱望する庶民の願いが草相撲を発展させたと考えら
れる。また、強い相撲取りがいることはその村の名誉であった。 
その他に、相撲は行事の余興として催されることも多く、神社には民衆が深く結びつき、
親しまれるようになった。これらは町村の若者たちの青春の意気のはけ口として喜ばれて
いた。 
いろいろな休日や仕事の休憩日などには草相撲が多く行われた。とくに盆・祭り・寺の
大法要などのときに盛んであった。場所は神社寺院の境内・辻堂・地蔵堂前の広場・川原
などがおもに使用された。 
[参考文献] 
井波町史編纂委員会編『井波町史 上巻』井波町：井波町、1970 年、944 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』南砺市：南砺市、1971 年、98 頁，110 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
  
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
    うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）土生新 
    ・中断または廃止：矢留 
  ・元々行われていない：上野、下野、南部市野沢、北部市野沢、立美、立野 
  ・調査票なし：経塚、立野新 
（2）福光 
   ・中断または廃止：旭町 
・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
   ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
 
3）分布の特徴 
 行事が中断または廃止されているものがほとんどである。それらは平野部に多く存在す
る。 
 （野原） 
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地理院タイル
相撲 現行中断または廃止
凡例2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図38
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3-4-5 大神楽 
1）行事の特徴 
数人が一組となって毎年同じ時期に得意先の家々をめぐり、二人立ちの獅子神楽による
悪魔祓・竈祓を行う。 
獅子舞だけでなく放下芸（曲芸）をも演じるところに特色がある。神宮に参詣する代わ
り、すなわち代参の意味から代神楽とも書く。放下とは、中世から近世にかけて現れた大
道芸や芸人のことで、民俗芸能の念仏踊りの一種である。寺社詣が盛んになった江戸中期
に伊勢神宮や熱田神宮の御師らが広めた。寺社の境内などの野外では獅子舞と放下芸を演
じ、放下芸に付随した滑稽な掛け合いで笑いを誘う。獅子の舞には「鈴の舞」「四方の舞」
「吉野舞」「神来舞」などがあり、放下の曲には「綾採の曲」「水の曲」「傘の曲」「献灯の
曲」「魁曲」などがある。 
[参考文献] 
中村茂子「太神楽」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009
年、1040-1041 頁。 
中村茂子「放下」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009 年、
1592-1593 頁。 
林美奈子「太神楽」歴史学会編『郷土史大辞典（下）』東京：朝倉書店、2005 年、1044 頁。 
 
2）該当する地区 
■現行 
（1） 旧福野町：安居 
（2） 旧城端町：林道 
 
3）分布の特徴 
 行事が行われている 2 カ所はいずれも平野部に存在する。 
（一色・北山・長峰） 
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 3-5 家のまつり、年の祝いなど 
 
3-5-1 誕生の祝い 
1）行事の特徴  
出産祝いとして、産着などを贈る。また、初子の生産後七日目には親類を招いてお祝
いをするところもあり、旧福光町、旧井口村ではこのお祝いを「ひとしっちゃ（お七夜）」
といった。百日目にはアズクママを炊いて子供に一粒だけ食べさせるヒトツブクイの祝
いを行う。 
旧井口村では初めての誕生には、誕生祝を行う。婚家で餅をつき、その餅を風呂敷に
包み、産まれたこどもに担がせたり、子どもの足にぶつけたりする。 
旧利賀村では嫁の実家から初めての子供が生まれたときは、着物などとともにツブラ
が祝いの品として贈られ、子供はこのツブラの中で育てられた。百日目にはヒトツブク
イの祝いを行うが、これは一部の人が初めての子どもだけに行っていた。 
[参考文献] 
斎藤弘美「出産」歴史学会編『郷土史大辞典（上）』東京：朝倉書店、2005 年、860-861
頁。 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通史編』井口村：井口村、1995 年、451 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、24 頁。 
利賀村史編纂委員会編『利賀村史 3 近・現代』利賀村：利賀村、2004 年、872-873 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）福野 
・現行：東横町、西横町 
・元々行われていない：御蔵町、上浦町、辰巳町、上町、七津屋、 
西新町、東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行：若竹町 
・元々行われていない：本江（西砂田島・東島） 
（3）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田町、角田 
・元々行われていない：吉江中 
（4）福光 
・現行：東町 
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 ・元々行われていない：中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（5）天池 旭ヶ丘 
・現行：旭ヶ丘 
・元々行われていない：天池 
（6）大塚 柳堀 
・現行：大塚 
・調査票なし：柳堀 
（7）嫁兼 道場原 
・現行：嫁兼 
・調査票なし：道場原 
（8）大鋸屋 大谷島 
・現行：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
（9）城端 
・現行：西下、南町 
・元々行われていない：出丸、東下、西新田、東上、東新田、野下、大宮野 
・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（10）井波 
・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、六日町 
・元々行われていない：東町、畑方、三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（11）高瀬 
・現行：神子畑 
・元々行なわれていない：勧学院 
・調査票なし：大宮司 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
3）分布の特徴 
 行事が現在も行われている所は広い範囲に分布し、その多くが住宅地に存在している。 
   （長峰） 
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地理院タイル
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
誕生の祝い 現行中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図39
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 3-5-2 年の祝い 
1）行事の特徴 
年の祝いとは特定の年齢において行われる儀礼の一つで、男子が 19 の春を迎えると元服
祝いを行う。古くはこれからを成年として鬢髪の際を剃り落として角を入れた。この時に
は元服酒として親戚知己及び若衆に振舞い、餅を配るようになった。老年期に入ると、男
女とも 61 才になると還暦を祝い、「本卦返り」と称して赤い頭巾・胴着等をつけて祝宴を
する。また 77 才は喜の祝、88 才には米の祝いを行う。 
厄年は人の一生の間の一つの節目のようなもので、数えの年齢で男は 25 歳、42 歳、61
歳。女は 19 歳、33 歳を言う。男は「死に」つながることから 42 歳。女は「散々」につな
がることから 33 歳を大厄として、その年 1 年間は特に様々なことに気をつけるようにして
いた。厄年の男は年頭に神社に詣で、紅白の鏡餅とお神酒を供えて厄払いをして親戚・知
己を招いて祝宴を行う習慣がある。この饗宴をはることを「ミイワイ」と言い 25 歳では親
が、42歳では働き盛りとして自らが、61歳では子供らがそれぞれ主催をするとされている。
なかでも 61 歳は還暦であり赤いズキンを被り、袖無を切る習わしが厳重に行われている。
この厄年に関する習慣は現在でも変わっていない。 
[参考文献] 
利賀村史編纂委員会編『利賀村史  3  近・現代』利賀村：利賀村、2004 年、873 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1316-1318 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行： 若竹町 
・元々行われていない：本江（西砂田島・東島） 
 （2）福野 
   ・現行：東横町、西横町 
   ・元々行われていない:御蔵町、上浦町、辰巳町、上町、七津屋、西新町、 
東新町 
   ・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
 （3）野尻古村 野尻川原 
      ・現行： 野尻川原 
      ・元々行われていない： 野尻古村 
 （4）二日町 
   ・現行：二日町 
   ・調査票なし：四区町 
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  （5）角田町 角田 吉江中 
   ・現行：角田、角田町 
   ・元々行われていない：吉江中 
（6） 嫁兼 道場原 
      ・現行：嫁兼 
      ・調査票なし：道場原 
 （7）天池 旭ヶ丘 
   ・現行：旭ヶ丘 
   ・元々行われていない：天池 
 （8）梅原 
   ・現行： 安丸、上村 
   ・元々行われていない：中筋、出村、白鷺 
 （9）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
   ・現行：長楽寺 
   ・元々行われていない：北野、吉松 
   ・調査票なし：次郎丸 
 （10）利賀村上村・下村 
   ・現行：上村 
   ・元々行われていない：下村 
 （11）是安 末広町 栄町 
   ・現行：末広町 
   ・元々行われていない：是安、栄町 
 （12）城端 
   ・現行：南町、西新田 
   ・元々行われていない：野下、東新田、東上、西下、東下、出丸、大宮野 
   ・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（13）谷 南山見新 
   ・現行：谷 
   ・元々行われていない：南山見新 
 （14）北川 
   ・現行：北川 
   ・調査票なし：栄町 
 （15）高瀬 
   ・現行：神子畑 
   ・元々行われていない：勧学院 
   ・調査票なし：大宮司 
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 ■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
  
■現行と中断または廃止：該当する地域と内訳は下記の通り 
（1）井波 
  ・現行：六日町 
  ・中断または廃止：末広町 
   ・元々行われていない：三日町、畑方、東町、今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
  ・調査票なし：木崎野町、北新町 
 （2）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
   ・現行：長楽寺 
   ・中断または廃止：吉松 
   ・元々行われていない：北野 
   ・調査票なし：次郎丸 
 
3）分布の特徴 
 現在行事が行われている場所が多いが、その中でも広い範囲に点在している。平野部で
特に多く行われており、山間部ではあまり行われていないか、行事が中断または廃止され
ている。 
（野原） 
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地理院タイル
年の祝い 現行中断または廃止
現行と中断または廃止
凡例2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
地図40
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3-5-3 雛祭り 
1）行事の特徴 
端午の節供に対比される女の子の祭りとして祝われる。五節供の一つで、雛人形を飾り、
白酒、菱餅を供物とし、その前で親類・知人にご馳走する。桃の節句とも三月節供、上巳
の節句ともいう。 
旧井口村の女の子のいる家ではデクサマ（土人形）の雛人形を飾って子供の成長を祈っ
た。四、五日前には嫁の実家から青と白の餅を重箱に詰めて持ってきた。 
旧福光町では女の子が生まれて初めてこの節句に会うとき、その子の母の生家から雛人
形が贈られた。また初節句であるなしにかかわらず三月一日には必ず菱餅・粆米・干鱈を
贈るというならわしがあった。この日男の子は、女の子のいる家の玄関先でその家の雛壇
を見物することを強制し、もし拒否されたら「ひんな、ちょこし、べこべこしよう、見て
も見いでも土びんな、頭の禿げた内裏様、尻の腐った恵比寿様」と嘲笑った。 
[参考文献] 
川越仁恵「雛祭」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009 年、
1488-1490 頁。 
井口村史編纂委員会編『井口村史 上巻 通年史』井口村：井口村、1995 年、462 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、31-32 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
 （1）野尻古村 野尻川原 
・現行：野尻川原 
・元々行われていない：野尻古村 
 （2）福野 
・現行：御蔵町、東横町 
・元々行われていない：上浦町、辰巳町、西横町、上町、七津屋、西新町、
東新町 
      ・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
 （3）福光 
・現行：旭町 
・元々行われていない：東町、中央通り、寺町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
      ・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
 （4）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田、角田町 
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      ・元々行われていない：吉江中 
 （5）大塚 柳堀 
・現行：大塚 
      ・調査票なし：柳堀 
 （6）土生新 
・現行：南部市野沢 
      ・元々行われていない：立野、立美、北部市野沢、下野、上野、矢留 
      ・調査票なし：経塚、立野新 
    （7）大鋸屋 大谷島 
      ・現行：大鋸屋 
      ・調査票なし：大谷島 
    （8）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
      ・現行：長楽寺 
      ・元々行われていない：北野、吉松 
      ・調査票なし：次郎丸 
    （9）是安 末広町 栄町 
      ・現行：末広町 
      ・元々行われていない：是安、栄町 
 （10）井波 
      ・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町 
      ・元々行われていない：三日町、畑方、東町、六日町 
   ・調査票なし：木崎野町、北新町 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り
 （1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・中断または廃止：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
 
3）分布の特徴 
 南砺市全域に分布している。 
（北山） 
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地理院タイル
現行
中断または廃止
凡例地図41
雛祭り
2.5 0 2.5 5 7.5 10 km
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama 　　　　　　　　　　　　-169-
 3-5-4 端午の節句（鯉のぼり） 
1）行事の特徴  
五月五日の端午の節句は菖蒲の節句、男の子の節句とも言われ、現在は「こどもの日」と
して国民の祝日になっている。本来は五月を悪月として、菖蒲、蓬など香りの強い植物など
により邪気から逃れるという風習であったが、現在は男子の祭りとして五月人形、鯉幟を中
心に飾り、粽・柏餅を食べ、菖蒲湯をたてる。 
旧福光町では五月五日を「五月の幟の節句」や「また男の節句」とも言う。旧福光村では、
この日に作る笹で巻いた団子や粽のことを「巻きだんす」といった。頼朝・義経・太閤など
の絵をかいた武者幟を掲げ、菖蒲と蓬を家の玄関の軒に挿したり浴槽に浮かべて入浴したり
もする。 
[参考文献] 
猿渡土貴「節供・節句」歴史学会編『郷土史大辞典（上）』東京：朝倉書店、2005 年、993
頁。 
狩野雄一「鯉幟」歴史学会編『郷土史大辞典（上）』東京：朝倉書店、2005 年、588 頁。 
川越仁恵「端午節供」小島美子他編『祭・芸能・行事大辞典（下）』東京：朝倉書店、2009
年、1111-1112 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』福光町：福光町、1971 年、32-33 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
    うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）福野 
・現行：御蔵町、西横町 
・元々行われていない：上浦町、辰巳町、東横町、上町、七津屋、西新町、 
東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田町、角田 
・元々行われていない：吉江中 
     （3）土生新 
            ・現行：南部市野沢 
       ・元々行われていない：上野、下野、北部市野沢、立美、立野、矢留 
  ・調査票なし：経塚、立野新 
（4）大塚 柳堀 
   ・現行：大塚 
    ・調査票なし：柳堀 
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         （5）是安 末広町 栄町 
       ・現行：末広町 
       ・元々行われていない：栄町、是安 
     （6）北野 長楽寺 次郎丸 吉松 
            ・現行：長楽寺 
       ・元々行われていない：北野、吉松 
       ・調査票なし：次郎丸 
（7）大鋸屋 大谷島 
・現行：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
（8）井波 
  ・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区 
  ・元々行われていない：六日町、末広町、東町、畑方、三日町 
  ・調査票なし：木崎野町、北新町 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
  うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・中断または廃止：本江（西砂田島・東島） 
・元々行われていない：若竹町 
 
3）分布の特徴 
 現在行われている所も、中断または廃止になった所も、住宅地に多く存在している。 
  （長峰） 
 　　　　　　　　　　　　-171-
地理院タイル
地図42
端午の節句 現行中断または廃止
凡例
地理院タイル
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3-5-5 新婚の祝い 
1）行事の特徴 
旧平村ではウッチャゲと呼ばれ、婿が嫁の実家へ招待される。婿取りの場合は嫁が婿の
実 家へ行く（ハリアゲ）。結婚後半年か一年して行われ、春秋の祭りに兼ねて行われるこ
とが多い。また、二月七日のナヌカビの日を「新婚さんのウッチャゲ日」といって、この
日に行われることもあった。大事の婿殿の初御入来とあって、実家の気の張りようと歓待
ぶりは最高である。その慌てぶりを「ツツでオエ掃き、アマで風呂たて、篭で水汲む」な
どと戯評した。また、チョイハビという嫁が里帰りをする日もあり、嫁は六日の夕刻、早
めに仕事を切り上げ、大きなお鏡を担いで実家へ帰る。裕福な家は、大櫃にオコワを入れ
て持たせた。嫁が戻るのは七日の晩が普通で、里家のお鏡を返礼にもらってくる。その際、
七日には、新婚の婿を呼んでもてなすウチアゲもよく行われた。 
旧福光町吉江野の神明社では、秋祭は、宮司を招き、祭の前日から境内の大杉三本に三
つ又を櫓に組んで大太鼓を吊り上げて近隣に響き渡らせる習慣がある。豊作の年は祝い行
事として盆踊りや「ちょんがれ踊り」、時には草相撲も行われたのであるが、「ちょんがれ
踊り」では新婚の花嫁の披露も兼ねていた。 
[参考文献] 
福光町史編纂委員会編『福光町史 上巻』南砺市：南砺市、2011 年、452 頁。 
平村史編纂委員会編『越中五箇山 平村史 上巻』平村：平村、1985 年、1091-1092 頁，
1104-1105 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
うち、元々行われていない・調査票なしを含む地域と該当する地区は下記の通り 
（1）福野 
・現行：東横町 
・元々行われていない：御蔵町、上浦町、辰巳町、西横町、上町、七津屋、 
西新町、東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）本江（西砂田島・東島） 若竹町 
・現行：若竹町 
・元々行われていない：本江（西砂田島・東島） 
（3）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田 
・元々行われていない：角田町、吉江中 
（4）天神 
・現行：天神 
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・調査票なし：幸町 
（5）大塚 柳堀 
・現行：大塚 
・調査票なし：柳堀 
（6）是安 末広町 栄町 
・現行：末広町 
・元々行われていない：是安、栄町 
（7）城端 
・現行：南町 
・元々行われていない：出丸、東下、西下、西新田、東上、東新田、野下、 
大宮野 
・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（8）井波 
・現行：六日町 
・元々行われていない：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、末広町、東町、畑方、
三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（9）高瀬 
・現行：神子畑 
・元々行なわれていない：勧学院 
・調査票なし：大宮司 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている  
  
3）分布の特徴  
旧井口村以外に山間部、平野部関係なく、点在している。 
（河合） 
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地理院タイル
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中断または廃止
凡例
新婚の祝い
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
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 3-5-6 成人の祝い 
1）行事の特徴  
かつては 18 歳になった男子の人生儀礼として元服があった。旧城端町では 19 歳の男子
を対象に行っていた。 
 現在は 1 月の祝日「成人の日」の前後に成人式を行う自治体が多い。旧城端町でも成人
式を行っている。城端別院善徳寺を第 1 会場に午前 10 時から始まる。国歌斉唱や記念品贈
呈、優良団体の表彰に加え、城端宝生会員による謡曲詠進、婦人会員による箏曲伴奏裡、
成人者に祝杯を献進し、赤飯と一汁菜を食べる。午後からは第 2 次会場の善徳会館に移り、
記念講演などの記念行事を行う。 
 旧福光町の成人式は福光中央公民館で行われ、ふくみつの子供たちに送る歌と称す、福
光のイメージソングである「瞳に映してごらん」を歌う。 
[参考文献] 
小林聖夫「成人式」歴史学会編『郷土史大辞典（上）』東京：朝倉書店、2005 年、970 頁。 
城端町史編纂委員会編『城端町史』東京：国書刊行会、1990 年、1021 頁。 
福光町史編纂委員会編『福光町史 下巻』南砺市：南砺市、2011 年、60 頁，87 頁。 
 
2）凡例の説明 
■現行：行事が現在行われている 
 うち、元々行なわれていない・調査票なしを含む地域と該当の地区は下記の通り 
（1）福野 
・現行：東横町 
・元々行われていない：御蔵町、上浦町、辰巳町、西横町、上町、七津屋、 
西新町、東新町 
・調査票なし：下浦町、中横町、南町、福野神明社 
（2）角田町 角田 吉江中 
・現行：角田 
・元々行われていない：角田町、吉江中 
（3）福光 
・現行：東町 
・元々行われていない：中央通り、寺町、旭町、西町、神田町、荒町、中荒
町、栄町、五宝町、本町、天神町、東新町、川原町 
・調査票なし：観音町、宮脇町、味噌屋町 
（4）天池 旭ヶ丘 
・現行：旭ヶ丘 
・元々行われていない：天池 
（5）大塚 柳堀 
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 ・現行：大塚 
・調査票なし：柳堀 
（6）大鋸屋 大谷島 
・現行：大鋸屋 
・調査票なし：大谷島 
（7）是安 末広町 栄町 
・現行：末広町 
・元々行われていない：是安、栄町 
（8）城端 
・現行：東上、南町 
・元々行われていない：出丸、東下、西下、西新田、東新田、野下、大宮野 
・調査票なし：西上、大工町、新町、川島 
（9）井波 
・現行：今町 1 区・2 区・3 区・4 区、六日町 
・元々行われていない：末広町、東町、畑方、三日町 
・調査票なし：木崎野町、北新町 
（10）北川 
・現行：北川 
・調査票なし：栄町 
（11）高瀬 
・現行：神子畑 
・元々行なわれていない：勧学院 
・調査票なし：大宮司 
 
■中断または廃止：行事が中断または廃止されている 
 
3）分布の特徴 
 行事が現在も行われている所も過去に行っていた所も広い範囲に分布し、その多くが住
宅地に存在している。 
 （長峰） 
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成人の祝い 現行中断または廃止
凡例
©The Study Group for Local Resources, Shimazoe Laboratory, Faculty of Art and Design, University of Toyama
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・南砺市ブランド戦略部文化・世界遺産課「平成 28 年度 南砺市獅子舞調査回答結果」 
URL：https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000058766.pdf 
 
・『平成 17 年国勢調査境界データ』（e-Stat 政府統計の総合窓口） 
URL：https://www.e-stat.go.jp/gis/statmap-search?page=1&type=2&aggregateUnitF
orBoundary=A&toukeiCode=00200521&toukeiYear=2015&serveyId=A002005212015
&prefCode=16&coordsys=1&format=shape 
 
・QGIS（GNU General Public License）URL：https://qgis.org/ja/site/ 
 
■その他 
・南砺ヨスマ倶楽部制作『土徳の里』南砺市：南砺ヨスマ倶楽部、2006 年（DVD、94 分）。 
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